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小
学
校
国
語
教
科
書
・

表
記
の

変
遷

　
　

要
　
旨

　
小
学
校
国
語
教
科
書
は

約
百

三

十
年
の

歴

史
を

持
っ

て

い

る
。

こ

の

間
に

表
記
法
は

様
々

に

変
っ

て

き

た。

だ

が、

ど
の

よ

う

な

経
緯、

理
由
に

よ

っ

て、

い

つ

ご

ろ、

ど

の

よ

う

に

変
っ

た

の

か、

い

ま

に

な
っ

て

は

よ

く

わ
か

ら

な
い

も

の

も

多
い

。

今
後、

国
語
問
題

を

議
論
す

る

と

き
に、

そ

れ

ら

の

事
情
は

ぜ
ひ

承
知
し

て

お
き

た
い
。

そ

の

よ

う

な

動
機
か

ら、

国
語
教
科
書

の

表
記
お
よ
び

表
記
法
の

変
遷
を

調
べ

て

み

た。

扱
っ

た

の

は、

以
下
の

問

題

で

あ

る。

一
、二、三、四、

書
き
出
し、

改
行
後
の

文
字
の

位
置

句
読
点
の

表
記
法

カ
ギ
カ

ッ

コ

の

会
話
文

の

表
記
法

促
音、

拗
音、

長
音
の

表
記
法

　

資
料
の

不
足
も

あ
っ

て

確
定

で

き

な

い

も

の

も

あ
っ

た。

な

流
れ

は

捉
え

ら

れ
た

の

で

は

な

い

か

と

思

う。

し

か

し
、

大
き

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

野

　
澤

　
卓

　
弍

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　

九
州
女
子
短

期
大
学
初
等

教
育
科

北
九

州

市
八

幡
西
区

自
由

ヶ

丘
一

i
一

（
〒

八

〇
七

−
八

五

八

六）

（

二

〇

〇

四

年
五

月
二

十
六

日

受
付、

二

〇
〇

四

年
七

月

五

日
受

理）

　

　
は
じ

め

に

　

ま

ず
最
初
に、

こ

こ

で

扱
う

表
記
お

よ

び
表
記
法
の

概
念
に
つ

い

て

述
べ

て

お
き

た

い。

辞
書
に

よ

る

定
義
に

ぴ
っ

た

り

し

た

も

の

が

な

く、

い

ろ

い

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

ハ
ロリ

ろ

思

案
し

て

い

る

と

き、

飛
田
良
文
氏
の
一

文
に

出
会
っ

た。

そ

れ

に

は

次

の

よ

う

に

書
か

れ

て

い

る。

　
表
記
と

は、

一

定
の

文
字
列
と
一

定
の

言
語
単
位
と

が

対
応

す
る

こ

と

に

よ

っ

て、

空

間
に

固
定
さ

れ

た
言
語
表
現
を
い

う。

そ

の

言

語
表
現
を

書
き

表
す
文

字
と

符
号
の

文
字
列

の

き
ま
り

を

表
記
法

と

い

う。

以

下、

こ

の

概
念
に

従
っ

て

論
を

進
め

て

い

く

こ

と

に

す

る。

　
そ

も

そ
も

日

本
語
の

表
記
法
の

基
本
は、

縦
書
き、

右
行
か

ら

左
行
へ
、

と

い

う
も

の

で

あ

る
。

そ

れ

は
漢
字
だ
け
の

『

古
事
記
』 、

『

日

本
書
紀
』

の

時
代
か

ら、

仮
名
混
じ

り

の

『

源
氏
物
語
』 、

『

徒
然
草
』 、

『

奥
の

細
道
』

に

至

る

ま
で

変
り

が

な
い
。

国
語
の

教
科
書
も、

こ

の

基
本
的
方
法
を
受
け

継

N 工工
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い

で

い

る。

し

か

し、

右
に

挙
げ
た
古
典
と

現
代
の

教
科
書
の

聞
に

は、

大

変
大
き

な
違
い

が

あ

る
。

そ

れ

は、

書
き

出

し

を
一

字
下
げ
る

と
か、

段
落

に

句
点
を
打
つ

と

か、

そ
う
い

う
表
記
法
が

古
典
に

は

な
か
っ

た
と

い

う

こ

と

で

あ

る。

日

本
語
の

表
記
は、

長
い

長
い

間、

い

わ

ゆ
る

全

面
ベ

タ
表
記

と
い

わ

れ
る

も

の

で

あ
っ

た
。

　
そ

れ

が
近
代
に

入
っ

て、

急
激
に

変
化
し、

形

を
整
え
る

よ

う
に

な
る

の

で

あ
る。

こ

こ

で

は

明
治
時
代
に

な

り
、

近

代
国
家
を

目
指
し

た

日

本
が、

教
科
書
の

表
記
の

上

で

ど

の

よ

う

な
試
行
錯
誤
を

経
て

き
た
か、

全
面
ベ

タ

か

ら

ど

の

よ

う

に

変
っ

て

き

た

か、

現
在
も

ど

の

よ

う

な
課
題
を

抱
え

て

い

る

の

か、

等
々

に

焦
点
を
合
わ

せ、

そ
の

意

味
を

探
っ

て

み

る

こ

と

に

す

る。

　
論
を

進
め

る

前
に

断
っ

て

お

き
た
い

こ

と

が

あ

る
。

そ

れ

は

表
記
の

大
き

な
問
題
で

あ

る

「
仮
名
遣
い
」

を

取
り

あ
げ
な
か
っ

た
こ

と

で

あ
る。

紙
数

の

関
係
で

そ

れ

は

許
さ

れ

な
か
っ

た。

ご

了

承
を

請
う

次
第
で

あ
る。

第
−

章

　
文

字
は

ど
こ

か
ら
書
き

始
め
る
か

　
ω

　
行
頭
か

ら
一

字
下
げ
へ

　
い

ま

現
在、

出
版
さ

れ
て

い

る

書
籍
や

雑
誌
等
で

は、

書
き

出
し

は

す
べ

て
一

宇
下
げ
て

書
く

表
記
法
に

な
っ

て

い

る。

例
外
と

し

て

有
名
な

の

は

谷

崎

潤
一

郎
で、

彼
の

小

説

の

殆
ん

ど

は

行
頭

か

ら
書
き

始
め
ら
れ

て

い

る。

改
行
し

た

と

き

も

行
頭
か
ら

書
く。

そ
れ

は

何
故
か

。

古
来、

日

本
語
の

表

記
法
に、

書
き
出
し

に
一

字
下
げ
る

と

い

う

も

の

は

な

か

っ

た

か

ら

で

あ

る。

改
行
時
も

同
様
で

あ
る。

そ

れ

は

近
代

に

な

り

明
治
の

時
代
に

な
っ

て

も

変
ら

な
か

っ

た。

谷
崎
潤
一

郎
は、

一

部
の

出

版
物
を

除
い

て、

行
頭

表

記

法
を

頑
な

に

踏
襲
し

た
作
家
で

あ

る。

　

こ

う

し

た

例
外
は

あ

る

も

の

の、

出

版、

新
聞、

教
科
書
な
ど
に

お

い

て

は
、

早
い

遅
い

の

違
い

は
あ

る

が、

結

局
は

書
き
出
し、

段
落
に

お
い

て

は

一

字
下
げ
る

表
記
法
を

採
る

に

至
っ

て

い

る。

第
−

章
は、

こ

の

間
の

事
情

を

見
る

こ

と

に

す
る。

　
倒

新
聞
の

場
合

　
日

本
で

鉛
の

活
字
を

組
ん

で

大
量
の

印
刷
物
を
生
産
で

き

る

よ

う

に

な
っ

た

の

は

明
治
の

初
頭
で、

そ

の

代
表
は

新
聞
で

あ
る

。

例
え

ば

横
浜
毎
日

新

聞

の

創
刊
は

明
治
四

年

二

八

七
一
）
、

東
京
日
日

新
聞
は

同
五

年
で

あ
る。

　
東
京
日

日

新
聞
を

調
べ

て

み

る

と、

明
治、

大
正

時
代
と

も

に、

文
の

書

き

出
し

は、

行
頭
か

ら

書
か

れ
て

い

る。

そ

れ

が
→

字

ド
げ
る

よ

う
に

な
る

の

は

昭

和
に

入
っ

て

か

ら
で

あ
る。

そ

れ

も

社
説
な
ど
が

下

げ
ら

れ

て

い

る

だ
け
で、

毎
日

新
聞
と
名
前
を

変
え

た

昭

和
十
八

年
以

後
も

し

ば
ら

く

の

間
、

　一

般
の

記
事
で

は

行
頭
表
記

が

続
い

て

い

た。

朝

日

新
聞
も、

ほ

ぼ
こ

れ

に

準
じ

て

い

る
。

こ

の

よ

う
に

新
聞

界
で

の

行
頭
か

ら
書
く

方
法
は、

比

較
的
最
近

ま

で

ご

く

普
通
の

表
記

法
で

あ
っ

た

と

言
っ

て

い

い。

　
山

本
夏
彦
氏
は

『

完
本
　
文
語
文
』

の

中
で、

「
（
昔
の

手

紙
は）

改
行
す

る

つ

ど
一

字
下
げ
る

こ

と

を

し

な

い。

あ
れ

は

印
刷

屋
の

便
宜

の

た

め

で

　
　

　

　
　
　
　

　

ず

こ

云
々
」

と

書
い

て

い

る
。

　
確
か

に

す
べ

て

行
頭
か

ら

書
き

始
め

る、

い

わ

ゆ
る

“

べ

た

表
記”

は
、

活

字
を

組

む
印
刷
工

泣
か
せ

で

あ
っ

た

ろ

う。

行
の

頭

が

横
一

線
に

揃
っ

て

い

る

よ

り

も、

適
当

に

凹
凸

し

て

い

る

方
が

見
当
が
つ

け
や

す
い

。

す
べ

て

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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行
頭
か

ら
書

か

れ

た

行
が

十
行
も
二

十
行
も

続

い

て

い

る

と、

一

々

勘
定
し

な

け
れ
ば、

う
っ

か

り
一

行
と
ば
す
な
ど
と

い

う

こ

と

に

な

り

か

ね

な

い。

事
実、

昔
の

本
に

は

落
丁
・

乱
丁
の

ほ

か、

活

字
の

組
み

間

違

い

も

多
か
っ

た。

だ

が

前

述
し

た

よ

う
に、

明
治、

大
正

時
代
の

新
聞
は
「

字
ド

げ
る

方

法

は

採
ら

な

か
っ

た。

沢
山

の

印
刷
工

を
抱
え

て

い

た

新
聞

社

は、

そ

の

難

し

い

行
頭
表
記
を

続
け

て

い

た

の

で

あ

る。

こ

う

な

る

と、

〈

印
刷
屋

の

便

宜
の

た

め〉

と

い

う

山

本
氏
の

説
は、

い

さ

さ

か

説

得
力
に

欠

け
て

い

る

と

言

わ

ざ

る

を

得
な

い。

　
筆
者
は、

一

字
下

げ
る

方
法
は、

読
者
の

読
み

や

す
さ

を

優
先
し

た

結
果

で

は

な
い

か、

と

考
え

て

い

る。

巻
紙
に

筆
の

書
き

も

の

な

ら

と

も

か

く、

小

さ
い

活
字
が
ぺ

ー

ジ

全
面
に

び
っ

し

り
と

詰
っ

た

印
刷
物
は

読
み
づ

ら

い

の

で

あ

る。

こ

の

（

読
み

や

す
さ
〉

に

敏
感
で

あ
っ

た

の

は、

新
聞

界
で

は

な

く

て

出
版
界
で

あ

っ

た
。

一

字
ド
げ
る

表
記
法
の

出
現
は、

出
版
の

方
が

早
い

の

で

あ
る。

　

囘

　
出
版
界

の
一

字
下
げ

　

飛

田

良

文
氏

は

「

西

洋
語

の

日
本
語
表
記
へ

の

影
響」

の

中

で、

こ

の
一

字
下

げ
る

表
記

を

用
い

た
文
書
と

し

て、

三

宅
米

吉
の

文
章
「

方
言
取

調
仲

　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
ヨら

聞
の

趣
意
書
」

（

明

治
十
八
年
四

月
）

を

挙
げ
て

い

る。

今
日

の

用

法
と

同

じ

で

あ

る

と

い

う。

ま

た
明

治
二

十
年
に

は、

三

宅
米
吉
『

習

字
教
授

案
』 、

新

保

磐
次
『

日

本

普
通
文
如
何
』 、

渡
邊
修
次
郎
『
世
界

事
実
奇
談
』

が

同

様
の

方
法
で

記

さ

れ

て

お

り、

雑
誌
で

は
「
伊
良

都
女」

が、

明
治
二

十
一

年
七

月

の

創
刊
号

か

ら
一

字
下
げ
る

表
記
で

あ

っ

た

と

指
摘

さ

れ

て

い

る
。

い

ず
れ

も

明
治
二

十

年
前
後
に、

出
版

界
に
→

字
下
げ
る

表
記

法
が

登
場
し

た

こ

と

を

示

し

て

い

る

が
、

こ

れ
は

新
聞
界

よ

り
数
十
年
も
早
い

の

で

あ

る
。

　
次
に、

小
説
・

文
学
の

例
を

挙
げ
る。

　
明
治
三

年
刊
『

西
洋
道
中
膝
栗
毛
』
（
假
名
垣

魯
文
著）
、

明

治
四

年
刊

『

安
愚
樂
鍋
』

（
服

部

孝
三

郎
著）

で

は、

文
字
は

す
べ

て

行
頭

か
ら

書
か

れ

　
　
　
づワ

て

い

る。

当
然
の

こ

と

な

が

ら

同
時
代
の

作
品
は、

例
外
な
く

行
頭

か

ら

記

述
さ

れ

て

い

る
。

時
代
が

少
し

下
っ

た

幸
田

露
伴
の

『

五
重
塔
』

（
青
木
嵩

山
堂
・

明
治
二

十
五

年
刊
）

も、

や

は

り

す
べ

て

行
頭
か

ら
書
か

れ

て

い

　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　で
ヨ

て、

改
行
も、

章
を

新
た

に

し

た

と
き

以
外

に

は

な
い
。

　
こ

れ

が

明

治
三

十
四

年
の

國
木
田

獨
歩
『

武
蔵
野
』

（
民
友
社
）

に

な
る

と、

書
き

出
し、

改
行
時
に
一

字
下
げ

る

表
記
法
で

書
か

れ
た

小

説

が

出
て

く

る。

こ

こ

に

収
め

ら
れ

て

い

る

十
八

本
の

短
編
の

う
ち、

六

本
が
一

字
下
げ
る

方

法
で

書
か

れ
て

い

る

の

で

あ

る。

あ

と

の

十
二

本
が
一

字
ド
げ
で

な

い

の

は
、

作
者
自
身
が

ま

だ
こ

の

表

記
法
に

馴
染
ん

で

い

な

い

こ

と

を

示

し
て

い

る
。

明
治
三

十
年
代
の

半
ば
は、

そ

う

い

う

時

代
で

も
あ

っ

た

と

言
え
よ

う。

因
み

に

夏
目

漱
石

の

『

吾

輩
ハ

猫
デ
ア

ル
』

（
大
倉
書
店
・

服
部
書

店）

は

明
治

三

十
八

年
の

発
行
で、

こ

れ

は

す
べ

て
一

字
下
げ
て

書
か

れ

て

い

る。

　
こ

れ

ら

の

文
芸

作
品

は、

前

記
の

三

宅
や

新
保
ら
の

論
文
か

ら

わ

ず
か

十

数
年
後
に

書
か

れ

た

も

の

で

あ

り、

表
記
の

改
革
の

ス

ピ

ー

ド

は

新
聞

よ

り

格
段
に

早
か
っ

た

と

い

う

こ

と

が

わ
か

る
。

 

　
教
科
書
で

の
一

字
下

げ

明
治
五

年、

「
学
制」

が

発
布
さ

れ、

文
部
省
は

翌
六

年、

東
京
師
範

学
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校
に

小

学
校
用

教
科
書
を
編
集
さ
せ

て

い

る。

こ

れ

が

最
初
の

教
科
書
で

、

国
語
で

は

扉
に、

〈
「
小

學
讀
本
　
巻
一
」

文

部
省
編
纂、

明
治
六
年
師
範
學

校
彫
刻
〉

と

印
刷
し

て

あ
る。

そ

し

て

表
記

の

仕
方
は、

書
き

出
し

も

改
行

後
も

行
頭
か

ら、

い

わ

ゆ
る
べ

た
表
記
に

よ
っ

て

記
述
さ

れ
て

い

る
。

教
科

書
の

刊
行

は

そ

の

後、

「

認
可
制
」

、

「

検
定
制
」

へ

と

変
り、

民

間
編
集
の

教
科
書

も

次
第
に

数
を

増
し

て

い

っ

た

が、

行
頭
か

ら

書
く
方
法
に

変
り

は

な

か
っ

た。

　
と

こ

ろ

が
明
治
二

十
年

、

民
間
発

行
の

教
科
書
の

中
か

ら、

書
き

出
し、

改
行
後
に
一

字
下
げ
る

表
記
法
の

も

の

が

登

場
し

た。

そ

れ

は、

新
保
盤
次
著
「
日

本
讀
本
　
第
二
、

四、

　
らり

五
」

東
京
金
港
堂
書
籍

　

で

あ

る
。

新
保

氏
は、

前
に

挙
げ
た
『

日

本
普
通

文
如
何
』

の

著
者
で

あ

る
。

一

字
下
げ
る

の

を

基
本
理

念
と
し

て

い

た

こ

と

が、

こ

れ

に

よ
っ

て

わ

か

る。

氏
は、

明

治
二

十
年

、

二

十
→

年、

二

十
二

年
に

も、

同

じ

出
版
社

か

ら

同
じ

表
記
法
の

教
科

書
を
出
し

て

い

る
。

そ

れ
が、

「

日
本
讀
本」

と

「

高
等

日
本
讀
本」

で、

後
者
は

三

宅
米
吉
と

の

共
著
で

あ

る。

共

に
一

字

下

げ
る

理

念
を

も

つ

同
志
で

作
っ

た
教
科
書
で

あ
る。

　

同
じ

こ

ろ、

こ

れ

と

同
様
に
一

字
下
げ
る

表
記
法

の

教
科
書
と

し

て

は、

戸

城
傳
七

郎
編
「

小
學
簡
易
新
讀
本

　

明
治
二

十
一

年
二

月

出
版

巻
ノ

六」

牧
野
書
房

山
縣
悌
三

郎
著
「
小

學
國

文

讀
本」

文
學
社

　
明
治
二

十
六

年
十
月

　
文

部
省
検
定
済

著
述
者

　
坪
内
雄
蔵
「
國

語

讀
本
高
等
小

學
校
用」

　
明
治
三

十
三

年
十
月

発

行

富

山

房

　
な

ど

が

あ
る。

富
山

房
の

教
科

書
の

著
者
・

坪
内
雄
蔵
と

は

逍

遥
の

本
名

で

あ

る。

　
編
集
者
名
の

記
載
の

な

い

教
科

書
の

中
に

も
一

字
下
げ
の

も
の

が

あ

る
。

普
及
舎
（
明

治
三

十
三

年
発
行
）

の

教
科
書
が

そ

れ

で

あ
る

。

こ

れ

ら

は
す

べ

て

民

間
の

教
科
書

で

あ

る

こ

と

を

強
調
し

て

お
き

た

い
。

　
以
上

述
べ

た
新
し
い

表
記
法
の

教
科
書
は、

段
落
が
視
覚
の

上

で

も

は
っ

き

り

し

て

い

て

読
み

や

す
い
。

読
み

や

す

い

か

ら
一

字
下
げ
る

表
記
法
の

教

科
書
を

登
場
さ

せ

た

の

で

あ

る。

筆
者
は

そ
の

よ
う

に

考
え

て

い

る。

　
明
治、
二

十
七

年
、

教
科
書
が

国

定
教
科
書
に
一

本
化
さ

れ

る

ま

で

に
、

夥

し

い

数
の

民

間
教
科

書
が

出
版
さ

れ

た

が、

そ

の

中
で

こ

の
一

字
F
げ
る

教

科
書
は、

筆
者
が

確
認

し

た

も

の

だ
け
で

も

二

十
一

種
あ
っ

た。

し

か

し、

全
体
の

数
か

ら

い

え

ば

少

数
で

あ

る。

や
は

り

文
部
省
編
纂
の

べ

夕

表
記
の

も

の

が

主
流
で

あ
り、

一

字
下
げ
の

教
科
書
は、

こ

の

中
で

苦
戦

し

て

い

た

も

の

と

思
わ

れ
る

。

　
と

こ

ろ

で、

こ

の

］

字
下
げ
る

教
科
書
も、

行
頭
か
ら
書
く
教
科
書
も、

と

も

に

文
部
省
の

検
定
を

受
け

た

教
科
書
で

あ
っ

た。

と

い

う

こ

と

は、

文

部
省
は、

行
頭
か

ら

で

も
一

字
下

げ

て

も、

ど
ち
ら

で

も
よ

い

と

考
え

て

い
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た
こ

と

を
意
味
す
る。

事
ほ

ど
左

様
に、

表
記
法
に

対
す

る

関
心
は

官
民
と

も

に

薄
か
っ

た、

と
い

う

こ

と

で

あ

る。

　
し

か

し、

数
は

僅
か

で

は
あ
る

が、

こ

の

先
駆
的
な

表
記
法
が、

明
治
二

十
年
ご

ろ、

教
科
書
の

世
界
に

出

現
し

た

こ

と

は

注
目
に

値
す
る

と

思
う。

　・

似
て

非
な
る
一

字
下
げ

　
以
上
は、

書
き

出
し、

改
行
後
を
一

字

ド
げ
る

例
で

あ

る

が、

て

非
な
る

方
法
の

例
が

あ

っ

た。

明
治
二

十
年
「

尋
常
小

學
讀
本
巻
之

＝

　
あ
の

　
ひ

と

は、
い

ぬ

　
を

　
つ

れ

　
　

て

　
き

ま

す
。

　
あ
の

　
人

は、
大
き
な

　
人
　
で

は、

　
　

あ

り
ま

せ

ぬ
　
か。
　
−
−

−

（
文
部
省
編
輯
局
）

明
治
二

十
七

年
「
尋
常
小
學
讀
書
教
本
巻

之

ご

　

兄
　
は、
お

と

う
と

　

　
を、

あ
か

り

　
に

　

　
ち

か
き

　
方

　
に

　

　
や

り、

じ
ぶ

ん

（
普
及
舎
）

こ

れ

と

似

右
の

例
は、

書
き

出
し
は
行
頭
か

ら、

次
の

行
か

ら

は
一

字
下
げ
る

と

い

う

表
記

法
で

あ

る。

改
行
し

た
行
も
行
頭
か
ら
書
く

。

改
行
し

な
い

と

き

は

す
べ

て
一

字
下

げ

て

書
く。

即
ち、

書
き

出
し
・

改
行
後
も
一

字
下
げ
る

と

い

う

方
法
の

逆

を

い

っ

て

い

る

と

い

う

ユ

ニ

ー

ク

な

も

の

で

あ

る。

こ

れ

で

も

段
落
は
は
っ

き

り

わ

か

る

か
ら、

読
み

や
す
さ

と

い

う

点
に

お
い

て

優
劣

は

な
い
。

　
こ

の

表
記
法
が、

一

字
下
げ
る

教
科
書
と

ほ

ぼ
時
を

同

じ

く

し

て

出
現

し

た

の

に

は

注
意
を

要
す

る。

こ

の

頃、

ベ

タ
表
示

の

読
み

に

く

さ

に

何
人

か

の

人

が

注
目

し、

な

ん

と

か

読
み

易
く

し

た
い

と

工

夫
し

て

い

た

こ

と

が

窺

え

る

か

ら
で

あ

る。

前
者
の

場
合、

文
部
省
自
身
が

そ
れ

を

試
み

て

い

た

こ

と

を

示

す
貴
重

な

例
で

あ

る。

だ
が、

こ

の

表
記
法
は

結
果
に

お
い

て

多
く

の

支
持
を
得
る

こ

と

が

な

く、

や

が

て

消
え
て

い

っ

て

し

ま
っ

た。

　

 

　
教
科
書
そ
の

後
の

変
化

　

数
は

少
な

か
っ

た

が、

民
間
の

教
科
書
の

中
に

は、

書
き
出
し、

改
行
後

に
一

字

下
げ
る

と

い

う
表
記
法
の

教
科
書
が

あ
っ

た

の

は、

前
段
で

指
摘
し

た
通

り

で

あ
る。

で

は．

こ

れ
が

現
代
の

教
科
書
の

表
記
に

つ

な

が
っ

た

か

と

い

う

と、

そ

う

で

は

な

い。

一

字
下
げ
る

教
科
書
は、

明
治
三

十
年
代
の

後
半

に

な
っ

て、

い
っ

た

ん

姿
を

消
す
の

で

あ

る。

　

国

定

教
科
書
が

登

場
し

た
の

は

明

治
三

十
七

年
で

あ
る。

そ
の

国
定
教
科

書
は、

行
頭

か

ら

書
く

表
記
法
を

採
用
し

た
。

つ

ま

り
文
部
省
は、

民

間
の

教
科
書

に

あ
っ

た
一

字
下
げ
る

表
記
法
を
採
用

し

な

か
っ

た、

と

い

う

こ

と

で

あ

る。

こ

れ

以
来、

行
頭
か

ら

記
述
す
る

表
記

法
が、

ま
た

延
々

と

続
く

こ

と

に

な
る
の

で

あ

る。
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一

字
下
げ
る

表
記

法
が

文
部
省
に

採
用
さ

れ

た

の

は、

そ
れ

か

ら
三

十
三

年
た

っ

た

昭
和
十
二

年
で

あ

る。

同

年
発
行
の

国

定
教
科
書
「

小
學
國
語
讀

本
　
巻
九、

十、

十
一
、

十
二
」

が

そ

れ

で

あ

る。

こ

れ
が、

現
在
使
用
さ

れ
て

い

る

教
科
書
に

つ

な
が

る

教
科
書
で

あ
る

と

言
っ

て

も

い

い。

　
こ

の

昭
和
十
二

年

の

国

定
教

科
書
は、

書
き

出
し、

改
行
後、

す
べ

て
一

字
下
げ
て

記
述
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

当
時、

出
版
界
で

は
一

字
ト
げ
る

表
記

法
が

す
で

に

定
着
し

て

お
り、

一

般
国

民
も
そ

れ

に

慣
れ
て

い

た。

そ

う

い

う

訳

で、

文
部
省
も
→

字
下

げ
る

表
記
法
を

無
視
で

き

な
く

な

っ

て

い

た、

と

い

う

事
情
が

あ
っ

た
の

で

は

な
い

か。

　
そ

れ

で

は

こ

の

年、

教
科

書
す
べ

て

を

新
表
記

法
に

切
り

替
え

た
か

と

い

う

と、

そ
う
で

は

な
い
。

文

部
省
は、

こ

の

方
法
の

採
用

に

際
し、

慎
重
に

実
験
を

行
っ

て

い

る

の

で

あ

る。

　
そ

れ

を
裏
付
け
る

事
例
が

あ

る
。

同

じ

昭

和
十
二

年
に

発
行
さ

れ

た

「
小

學
國

語
讀
本

　
巻
一

〜
八
」

の

低
・

中
学
年
用
の

教
科
書
は、

一

字
下

げ
で

は

な

く、

従
来
通
り

行
頭

か

ら

記

述
さ

れ

て

い

る

の

で

あ
る。

変
更
し

た

の

は

高
学
年
の

教
科
書
だ
け

で

あ
っ

た。

つ

ま
り、

低
・

中
学
年
に

は、

変
更

の

負
担
を
と
り

あ
え

ず
避
け

た

も

の

と

思

わ
れ

る。

ひ

と

ま

ず
高
学
年
で

試

し

て

み

て、

そ

れ
で

う
ま

く

い

け

ば
全
学
年
に

適
応
し

よ

う

と

考
え

た

の

で

あ
ろ

う。

　
結
局
の

と

こ

ろ、

全
学
年
が
】

字
下
げ
る

表
記
法
に

変
更
さ

れ

た

の

は、

そ

れ

か

ら

五

年
後、

昭

和
十

七

年
発
行
の

「
初
等
科
國

語」

か

ら

で

あ

る。

文
部
省
も

大
変
慎
重
で

あ
っ

た

こ

と

が

わ

か

る。

　
そ

れ

以
後、

学
校
教
育
で

は、

書
き

出
し

と

改
行
後
は
一

字
下
げ
て

書
く、

と

い

う

表
記
法
が

完
全
に

定
着
し

た。

　
以

上

の

経
緯
は

国

語
だ
け
で

は

な

く、

他

の

教
科
に

お

い

て

も

同
じ

で

あ
っ

た。

明
治
六
年
以
来、

約
七

十

年
間

の

試
行
錯
誤
を

経
た

結
果
で

あ
っ

た。

第
豆

章

　
句
読
点
の

表
記
の

変
化

　

ω
　
句
読
点
は

い

つ

か

ら

　
一

字
ド
げ
る

表
記

法
と

同
様
に、

句
読
点

も

占
い

時
代
の

我
が

国
に

は
な

い

も
の

で

あ

っ

た
。

日

本
文
は

ふ
つ

う、

動

詞、

助
動
詞
の

終
止
形
で

終
る

か

ら、

わ
ざ
わ

ざ
終
り

の

記
号
を

打
つ

必
要

は

な

か
っ

た

と

も

言
わ

れ
て

い

る。

山

本
夏

彦
氏
は

前
述
の

著
書
の

中
で、

〈

（
手
紙
な

ど
で

は
）

「
候
」

が

句
読
点
の

代
り

を
つ

と

め

た。

滑
稽
本
洒
落
本
も
句
読
点
を
打
た
な

い
。

新

聞
も
つ

い

昭
和
戦
前

ま

で

は
打
た
な

か
っ

た〉

と

書
い

て

い

る。

　

句
読
点
の

概
念
は

外
国
か
ら

入
っ

て

き

た

と

い

う

の

が

定
説
で

あ

る
。

十

六

世
紀
末
か

ら

十
七

世
紀
初
頭
に

か

け
て

の

キ
リ
シ

タ

ン

関

係
文
書
な
ど

に、

ピ

リ
オ

ド、

コ

ン

マ
、

コ

ロ

ン

な

ど
が

記

号
と

し

て

使
わ
れ

て

い

る

と

い

う。

ま
た

江
戸
時
代
に

な
っ

て、

蘭

学
系
の

翻
訳

書
な

ど

に

も

文
の

区
切

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
コ
ご

り

記
号
が

見
ら

れ
る

よ

う

で

あ

る。

し

か

し
こ

れ
ら

の

文
書
は

ご

く

限
ら

れ

た

も

の

で

あ

り、

句
読
点
は
広

く
一

般

書
に

ま

で

及

ん

で

い

な
い。

が、

後

述

す
る

よ

う
に、

幕
末
の

流
行
本
な

ど
に

は

姿

を
変
え

て

現
れ

る

の

で

あ

る。

つ

ま

り、

キ

リ

ス

ト

教
が

我
が

国
に

伝

え
ら

れ

て

以

降、

文
章
を

区

切
る

記

号

は

急
速
に

は
一

般
化
し

な

か
っ

た

け
れ

ど

も、

細
々

と

生
き

延
び
て

い

て、

江

戸

時
代
後
期
に

な
っ

て

庶
民
の

前
に

姿
を

現
し
た

と
い

う
こ

と

で

あ
ろ

う。
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図
　
文
献
の

中
の

句
読
点

　
前
出
の

飛
田

良
文
氏
に

よ

る

と、

日
本
人
が
最
初
に

「

、
」

「。
」

を

用

い

て

書
い

た
も
の

は
、

伴
藁
蹊
の

『

國
文
世
〃

の

跡
』

（

安
永
三

年
一

七

七

四）

　
　
　

　
　
　
さ　

で

あ

る

と
い

う。

　
こ

れ

よ
り

も
っ

と

以
前
に

句

読
点
は

あ

っ

た、

と

い

う

説
も

あ

る。

上

居

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　に
むマ

光
知
氏
は、

そ
の

著
書
『

日

本
語
の

姿
』

の

中
で、

〈
「

宇
津
保
物
語
」

の

版

の

中
の

”
洛
陽

今
出

川
林
和

泉
椽
開
板、

平
假
名
整
版
本
　
年
代
な
し”

の

中
に、

「

。
」

が

右
下、

真
ん

中、

左
下
に

打
た

れ

て

い

る
〉

と

書
い

て

お

ら
れ

る。

ま

た、

北
村
季
吟
の

「
大
和
物
語
」

（

承
応
二

年
一

六
五

三）

に

も、

〈
句
点
に

相

当

す

る

も
の

は

右
下、

読
点
に

相
当
す
る

も
の

は

真
ん

中
に

「
。

」

が
打
っ

て

あ

る
〉

と

指
摘
さ

れ

て

い

る。

　
こ

の

よ

う

な

説

も

あ
る

が、

現
在
で

は

い

ず
れ
も

現
物
を

見
る
こ

と

は

難

し
く、

こ

こ

で

は

紹
介
す

る

だ
け
に

と

ど
め

る。

　
今
日

に

お

い

て

も

簡
単
に

確

か

め
ら

れ

る

も
の

と

し

て、

時
代
は

少
し

後

の

も

の

に

な

る

が、
『

東
海
道
中

膝
栗

毛
』

を

見
て

み

る。

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　

缶V

　
「

日

本
古
典
文

学
全
集
『

東
海
道
中
膝
栗
毛
』

」

の

校
注
を

さ

れ

た

中
村

幸

彦
氏
は、

そ
の

〈
凡

例〉

の

中
で、

こ

の

作
品
の

句
読
点
に

つ

い

て、

『

一

九

の

語
り

口

を

残

す
た

め

に、

な

る

べ

く

底
本
の

ま

ま

に

し

た。

た

だ
し、

全

部

「

。
」

を

使
用
す
る

の

を、

文
意
に

よ

り

「

。
」
「
、

」

と
区
別

し

た。

当

時
の

慣
用
で、

行
末
に

お

い

て

は

句
読
点
を

付
し

て

い

な

い

と

こ

ろ

も

多
い

が、

こ

れ

は

適
当
に

追
加
し
た
』

と

書
か

れ
て
い

る．

つ

ま

り

こ

の

作
品
に

は、

と

に

も

か

く

に

も

句
読
点
が

打
た

れ

て

い

る

の

で

あ

る
。

こ

の

作
品
は

文
化
六

年
（
一

八

〇
九）

に

完
成
し

た

も

の

だ
が、

こ

れ

に

よ

り、

未
成
熟

な

も

の

な

が

ら

も

句
読

点
が、

あ
る

広
さ

で、

幕
末
の

日
本
に

拡
が
っ

て

い

た

こ

と

が
わ

か

る。

以

上
の

こ

と

か

ら、

山

本
氏

の

説
は、

こ

こ

で

も

誤
り

が

あ

る、

と

言
え

る。

　
固
　
明
治
の

読
み

も

の
・

小
説
の

句
読
点

　
前
に

挙
げ
た

筑
摩
書
房

の

『

明

治
文
学
全
集』

に

よ

る

と、

服
部
孝
三

郎

の

『

安
愚
樂

鍋
』

（
明
治
四

年
）

に

は、

は

じ
め

の

方
だ
け
に

句
点
が
打
っ

て

あ
る。

途
中
か
ら

そ

れ

が

な

く

な
っ

て

し

ま

う。

読
点
は
は

じ
め

か

ら
な

い
。

読
者
は

も

ち

ろ

ん、

著
者
自
身
も

句
読
点
に

馴
染
ん

で

い

な
い

こ

と

が

わ

か

る。

の

み

な
ら

ず
編
集
者
も

同
じ

で

あ
ろ

う

と

思

わ

れ
る。

と

こ

ろ

が、

．
二

年
後、

同
人

の

『

智
恵
秤
』

（

明

治
七

年）

に

な

る

と、

全

編
に

亘
っ

て

句
点
が

打
っ

て

あ

る。

こ

れ

は、

『

東
海
道
中
膝
栗
毛
』

と

同
じ

で、

句
点

が

読
点
も

兼
ね
る

方
法
で

あ

る。

こ

れ

ら

の

こ

と

か

ら、

明
治
時
代、

文
芸

の

世
界
で

の

句
読
点
の

登
場
と

普
及
は

意
外
に

早
い

、

と

い

う

印
象
を

受
け

る。　
同
じ

く

前
出
の

復
刻
の

初
版
本
を

調
べ

て

み

る

と、

も
う

少
し

時
代
が

下

が
っ

た

明
治
二

十
四

年
の

『

五

重
塔
』

（
幸
田

露
伴）

で

は、

も

う
句
読
点

が

揃
っ

て

打
た
れ

て

い

る
。

こ

れ

以

降
は、

明
治
四

十
四

年
の

『

刺
青
』

（
谷

崎
潤
一

郎
）

に

至
る

ま
で

同
様
で

あ

る
。

　
た
だ、

句
読
点
を
打
っ

た

と

き
の

ス

ペ

ー
ス

の

扱
い

が、

出
版
各
社
に

よ
っ

て

少
し

ず
つ

異
な
る。

例
え

ば

『

五

重
塔
』

で

は、

句
点
に

対
し

ニ

マ

ス

の

ス

ペ

ー
ス

を

与
え

て

い

る。

そ

れ

に

対
し

て

読
点
は
一

マ

ス

し
か
与
え
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て

い

な

い。

そ
の

他
に、

章
の

最
後
の

セ

ン

テ

ン

ス

の

句
点
を

省
略
す
る

例

は
相
変
わ
ら

ず
あ
る

し、

読
点
を
句
点
の

代
り

に

使
っ

て
い

る

例
も

散
見
す

る。

そ

う
い

う
意
味
で、

句
読
点
は
ま

だ
完
全

で

は

な

い。

　

こ

れ

が

明

治
三

十
四

年
の

『

武
蔵
野
』

（
國
木
田

獨

歩）

に

な

る

と、

章

末
の

句
読
点
の

省
略
は

な
く、

句
読
点
と

も
一

マ

ス

の

ス
ペ

ー

ス

に

収
っ

て

い

る
。

以

後
も
こ

の

方
法
が

主
流
と
な
っ

て

い

く
。

　

た

だ、

文
字
と

同

じ

ス

ペ

ー

ス

に

句
読
点
を

打
つ

、

例
え

ば
『

吾
輩
ハ

猫

デ
ア

ル
』

（
大
倉
書
店
・

服
部
書
店）

の

よ

う

な

出
版
物
も

依
然
と

し

て

あ

り、

こ

う

い

う
細
部
の

違
い

は

戦
後
ま

で

尾

を

引
く

の

で

あ
る。

そ

れ
は、

後
述
す
る

教
科
書
で

も

同
じ

で

あ

る。

　

い

ろ

い

ろ

細
部
に

違
い

は

あ

る

も
の

の、

大
雑
把
に

言
っ

て

出
版
の

世
界

で

は
、

明

治
の

中
期
か

ら
後
期
に

か

け

て、

句
読
点

の

方
法

が

ほ

ぼ
確
立
し

た
と

言
え
る

の

で

は

な
い

か

と

筆
者
は

考
え

て

い

る。

　
回

　
新
聞
の

句
読
点

　
そ

れ

で

は

新
聞
の

句
読
点
は

ど

う
か。

先
に

例
を

引

い

た

東
京
日
日

新
聞

で

調
べ

て

み

た。

創
刊
さ
れ

た

明
治
の

初
期
か

ら

中

期
過
ぎ
ま

で、

句
読
点

は

登
場
し

て

い

な
い
。

明
治、
二

十
七

年
二

月

八

日
の
一

面
に

は、

句

読
点
が

二

ヶ

所
だ
け
に
見
ら

れ

る
。

同

じ

く

明
治
四

十

五

年

四

月

十
四

日

号

も、

読

点
の

み

打
っ

て

あ
る

記

事
が

五

つ
、

六

つ

あ

る
。

明

治
の

新

聞
の

句
読
点

は、

ざ
っ

と

こ

ん

な

程
度
で

あ

る。

　
こ

れ

が

大
正

期
に

な
る
と、

少
な
い

読
点
に

プ
ラ

ス

し
て

、

句
点
も

打
た

れ
た

記
事
が

見
ら

れ

る

よ
う

に

な

る。

但
し、

旬
読
点

が

打
っ

て

あ

る

記
事

と、

全
く

句
読
点
が

打
っ

て

な

い

記
事
の

両

方
が、

一

つ

の

紙
面
の

中
に

混

在
し

て

い

る。

　

つ

ま

り、

記
者
に

よ
っ

て

打
っ

て

あ
っ

た

り、

な
か
っ

た

り

と

い

う

こ

と

で

あ

る。

こ

の

時
期、

句
読
点
の

な

い

記
事
の

方
が

多
く、

比

率

は

約
7
対

3
で

あ
る。

こ

れ

に

よ

り、

大
正

期
に

な

っ

て

句
読
点
を

打
つ

記

者
が

出
て

き

た

こ

と、

そ

し

て

句
読
点
を

打
つ

こ

と

に

抵
抗
を
感
じ

て

い

た

記
者
が
そ

れ
以
上

に
い

た

こ

と

が

わ

か

る。

　

こ

の

傾
向
は

昭
和
に

な

る

と

逆
転
し

て、

句
読
点
の

あ
る

記
事
の

方
が
断

然
多
く

な

る。

例
え

ば

昭
和
七
年
五

月
十
五

日、

い

わ
ゆ
る

五
・
一

五

事
件

を

報
じ

る

紙
面
（

五

月

十
六

日

号）

で

は、

90
パ

ー

セ

ン

ト

以
上
の

記
事
に

読
点
が

打
っ

て

あ
る

。

た

だ
し、

こ

の

と

き

の

記
事
に

は

句
点
が
な

い。

す

べ

て

読
点

で

済
ま

せ

て

い

る。

章
末
に

は、

そ

の

読
点
も

な
い
。

『

東
海
道

中
膝
栗

毛
』

の

例
と

同
じ

で

あ

る
。

　

戦
後
の

新
聞
は

ど

う

か．

昭
和
二

十
五

年
ま

で

の

朝
日
新
聞
で

は
、

や

は

り

読
点
の

み

で

句
点
は

な

い。

本
来、

句
点
で

な
け
れ
ば

な

ら

な
い

と

こ

ろ

に

読
点
が

打

た

れ

て

い

る
。

そ

し

て

章
末
に

は

そ

の

読
点
も
省
略
さ

れ

て

い

る。　

こ

れ

が

昭

和
二

十
六

年
に

な

る

と、

セ

ン

テ

ン

ス

の

区

切
り
に、

や
っ

と

句
点
が

打
た

れ

る

よ

う

に

な

る。

章
末
に

も

ち
ゃ

ん

と

句

点
を

打
つ

。

こ

れ

は

毎
日

新
聞

も

同
じ

で、

昭

和、
一
十
五

年
ま

で

は

章
末
に

は

句
点
な

し

で

あ

る

が、

こ

れ

を

境
に

し

て

以
後
は

セ

ン

テ

ン

ス

の

区

切
り

や

章
末
に

句
点
が

打
た
れ

る

よ

う

に

な

る。

新
聞
の

世
界
の

句
読
点
の

完
成

は、

な

ん

と

戦
後

の

こ

と

で、

大
変
遅

々

と

し

た

歩
み

で

あ

っ

た

の

は

驚
く
べ

き

こ

と

で

あ
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る。
　一

字
下
げ
の

表
記
と

同

じ

く、

遅

れ
て

い

る

こ

と
が

わ
か
る

。

句

読
点
で

も、

出
版
界
よ

り

数
十
年
も

　
 
　
明
治
の

教
科
書
の

句
読
点

　
明
治
の

初
め

の

こ

ろ
の

教
科
書
に

お

け

る

句
読
点
は、

実
に

さ

ま

ざ
ま

な

様
相
で

出
現
す
る。

ま
だ

句
読
点
の

地
位
が

定

っ

て

い

な
い

当
時
の

事
情

を、

そ

の

ま

ま

反
映
し

て

い

る
の

で

あ

る。

   

「

明
治
六

年
小

學
讀
本
巻
一

ほ

か
」

　
・

現
在
の

句
読
点
に

相
当

す
る

箇
所

に、

「
、

」

を

打
つ

（

文
末

　
　

に

は
な

い

も

の

も

あ

る）

　
・

各
セ
ン

テ

ン

ス

の

問
に、

「
、

」

と

は

別
に

「
O」
（
大
き
な

丸
）

　
　

を

置
く

（
な

い

も
の

も

あ
る）

　
・

読
点
に
一

マ

ス

を

充
て

ず、

文
字
と
一

緒
の

マ

ス

に

書
く
（
実

　
　

際
に

マ

ス

が

引
い

て

あ

る

わ
け
で

は

な
く、

視
覚
的
に

そ

う

判

　
　

断
さ

れ

る、

と

い

う

意
味
で

あ

る
。

以
下、

同
じ

）

「
明
治
七

年
小

學
讀
本
巻
一

ほ

か」

　
・

読
点
は

「
、

」
、

句
点
は

「

O」

「
明
治
七

年
小

學
讀
本
四

ほ

か」

　

・

句
読
点
な

し

（
大
き
い

丸
）

     
「
明

治
十
年

和
文
讀
本」

　

・

句
読
点
は

す

べ

て

「
・
」
、

段
落
に

相
当

す
る

箇
所
に

　

　

章
の

最
後
の

文
字
の

後
に

は

「
」

」

「

明

治
を
六

年
小

學
中
等
科
讀
本
」

　
・

書
き

出
し

の

行
頭

に

「

○
」

「

明

治
十
八

年
小

學
讀
本
中
等
科
」

　
・

読
点
は

「

。
」
、

句
点
は

「

○
」

「

明

治
二

十
年
高
等
小
學
讀
本」

　
・

読
点
「
、

」 、

句
点
「

。
」
（
文
字
と

同
じ
マ

ス

に

記
入
）

「

明

治
二

十
年
尋
常
小
學
讀
本」

　
・

読
点
「
、

」

（

正

マ

ス

充
て）
、

「

］

」 、

句
点
「

。
」

（
2
マ

ス

充
て
∀

　

右
の

う

ち、

 
に

つ

い

て

注

目
し

た
い
。

　

こ

の

教
科
書
は、

ま

ず
行
頭

に

○
（
大
き
な

丸）

が

あ

り、

2
マ

ス

目

か

ら

文

章
が

書
か

れ

て

い

る。

改
行
し

た

と

き
も

行
頭

に

○、

2
マ

ス

目
か

ら

文
章
と

な
る。

こ

れ

は

段
落
が

明
瞭
で、

視
覚
的
に

も

捉
え

や

す
い
。

と

こ

ろ

で、

こ

の

大
き

な

丸
を
消
去
す
る

と

（
実
際、

こ

の

よ

う

な

記
号
は
後
に

ど

ん

ど
ん

淘
汰
さ

れ

て

い

っ

た
） 、

そ

こ

が

空
白
に

な

り、

文
章
を
一

字
下

げ
た
の

と

同
じ
形

に

な

る
。

こ

れ

が、
一

字

下

げ
る

表
記
法
の

ヒ

ン

ト
に

な
っ
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た
の

で

は

な

い

か、

と
筆
者
は

考
え

て

い

る。

　
な

お
、

日
本
の

古
い

表
記
法
の

中
に、

句
読
点
に

関
係
な
く、

「
天

皇
」 、

「
皇
后
」 、

そ

れ

に

準
ず
る

身
分
の

高
い

人

の

名
称
の

前
を、

一

〜

二

字
分
ス

ペ

ー

ス

を
空
け、

敬
意
を

表
す
る

「
闕

字」

と

言
わ

れ
る
方
法

が

あ

り、

そ

れ

が

教
科
書
に

も

登
場
し

た

こ

と

が

あ

る。

例

「
　

わ

が

國
の

軍

備
は、

陸
軍

と

海
軍

と

か

ら

成
り

た
っ

て

ゐ

て、
そ

れ
を、
　
天

皇

陛
下
お

ん

み

　
つ

か

ら

統
帥
し

た

ま
ふ

の

で

あ

る。
」

　

　
　
　（
國
語

讀
本
高
等
小

學

校
児

童
用

　
巻
四）

　

　
　
　
　

　

　
　

明
治
三

十
三

年
発
行
　
普
及
舎
編
集
所

　

読
点
は
文
字
と
【

緒
の

マ

ス

に

打
た

れ

て

い

る

が
、

「

天
皇
陛
下」

の

前

だ
け
は
｝

宇
分
空
け
て

、

は

っ

き

り

と

区

別
さ

れ

て

い

る
。

こ

の

年
の

普
及

舎
の

教
科
書
は、

他
の

巻

も

同

様
の

表

記
法
を

採
用
し

て

い

る。

同
じ

よ

う

な
例
は

、

明
治
二

十
年

以
後
の

教
科
書
に

も

あ

る
。

（
「

高
等
讀
本
」

山

縣
悌

三

郎
編
纂
三

　
文
學
社
　
明

治
二

十
六

年
発
行）

　

し

か

し、

こ

れ

ら
は

特
定
の

編
者
に

よ

る

教
科
書
で

あ
っ

て
、

こ

の

表
記

法
が
広

く
採
用

さ

れ

る

こ

と

も

な

く、

や

が
て

国
定
教
科
書
の

時
代
に

な
っ

て

姿
を

消
す。

い

ず
れ

に

し

て

も

こ

れ

ら

は、

当
時
の

皇
室
観
の

反

映
で

あ

る

こ

と

に

間
違
い

は
な
い
。

　

以
上

の

よ

う
な

経
緯
を

経
て

、

句
読
点

は、

国
定
教
科
書
に

お

い

て
一

応

の

形
が

で

き

る
。

圈

　
国
定
教
科
書
の

句
読
点

　
 
読
点

は

「
、

」
、

句
点
は

「
。

」

で

表
す

　
 
カ
ギ
カ
ッ

コ

の

会
話
文
の

終
り

に

は

句
点
を

打
つ

　
 
句
読
点
と

も
一

マ

ス

を

充

て

な

い

（

文
字
と

同
じ

マ

ス

に

記

入。

 

　
　
で

は、

文
字
と

句
点
と

閉

じ

の

カ

ギ
カ

ッ

コ

の

三

つ

を、

同

じ

マ

ス

　
　
に

記

入
）

　
右
は、

明

治
三

十
九
年
に、

文
部
省
大
臣
官
房
図

書
課
に

よ

る

「

句
読
法

案
」

に

よ
っ

て、

正

式
に

国
定
教
科
書
の

標
準
と

定
め

ら

れ

た

も
の

で

あ

る。　
つ

い

で

な
が

ら、

ナ

カ
グ
ロ

「
・
」

も、

読
点
と

同

じ

に

扱
わ

れ

て

い

る。

や

は
り
一

マ

ス

を

与
え

ら

れ

て

い

な

い。

「

マ

ズ
入

ロ

ヲ

ハ

イ

ル

ト、

右
ノ

方
ニ

ハ

皿・
ハ

チ
・
茶
ワ

ン

ナ
ド

ノ

焼
物

ヲ

賣
ル

店
ガ
ア

リ
、

左

ノ

方
ニ

ハ

ゼ

ン
・
ワ

ン・
ハ

シ

ナ

ド
ノ

塗
物
ヲ

賣

ル

店
ガ
ア

ル

（
後
略
ご

（

「
尋
常
小

學
讀
本
　
巻
七」
　
文
部
省

　
明
治

四

十
二

年
十
月
二

十
八

日
　
翻
刻
発

行）

　
こ

れ

以
後、

句

読
点
そ

の

も

の

に

は

変

り

は

な

い

が、

そ

れ

が

占
め

る

ス

ペ

ー
ス

に

は

以
下

の

よ

う
な
変
化
が

あ
る。

版
を

組
む

教
科
書
会
社
に

よ
っ

て

微
妙
な

差
が
出
た

も

の

と

思

わ
れ

る
。

検
定
す

る

文
部
省
と

し

て

は、

そ

の

差
は

許
容
範
囲

の

う

ち
と

し

て

認

め

て
い

た

と

い

う

こ

と

に

な

る。
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・

昭
和
十
四

年
発
行
「
小

學
國
語
讀
本
尋
常
科
用
　
巻
十
一
、

ー
句
点
の

み、

ー

マ

ス

を

充
て

る

（

共
同
印
刷
）

・

昭
和
十
六

年
発
行
「

ヨ

ミ

カ

タ
一
、

二
」

　

1
句
読
点
と

も、

半
マ

ス

を

充
て

る

（
日
本
書
籍）

・

昭

和
十
六
年
発
行
「

コ

ト
バ

ノ

オ

ケ

イ
コ

一
、

二
」

ー
句

読
点
と

も、

一

マ

ス

を

充
て

る

（
東
京
書
籍
）

・

昭

和
十
七

年
発
行
「

初
等
科

國

語
三
」

ー
読

点
は

○
マ

ス、

句
点
は
一

マ

ス

を
充
て

る

十一
、

」

（
大
阪

書
籍）

　
以

ヒ
が

国

定
教
科
書
の

句
読
点
の

表
記

法
で

あ
る

。

昭
和
十
六

年
に、

「
コ

ト

バ

ノ

オ

ケ

イ

コ
一
、

二
」

に

よ
っ

て、

い

っ

た

ん
は

現

在
の

教
科
書

の

用
法
（
句

読
点
と

も

に
｝

マ

ス
）

に

達
す
る

が、

そ
れ

を

最
後
ま

で

固

定

で

き
ず
に

終
っ

て

し

ま

う。

　
な
お

、

「
句
読
点
と

も

に
一

マ

ス
」

が

完
全
に

固
定
さ
れ

る
の

は

戦
後
で、

昭
和
二

十
二

年

に

発
行
さ

れ

た

「
國

語
」

か

ら
で

あ
る。

　
　
第
皿

章

会
話
文
の

表
記
法

　
会
話
文
を

カ
ギ
カ
ッ

コ

で

表
記
す
る

方
法
も
古
来
な

か
っ

た

も
の

で、

近

代
以
降
の

発
明

と

言
っ

て

も

い

い

で

あ

ろ

う。

　
教
科
書
に

こ

れ

が

現
れ

る

の

は、

一

字
下
げ
る

表
記
法
で

紹
介
し

た

「
新

保
磐
次
著

　
日
本
讀
本
」

（
金
港
堂）

で、

〈
明

治
十
九
年
二

月

十
五

日
版
權

免
許〉

の

奥
付
の

も

の

で

あ

る。

文
部
省
が

編
集
し

た

「
小

學
校
教
科
用
書

尋
常
小

學
讀
本
」

（

明

治
二

十
年
五

月

　
文
部
省
編
輯
局）

も、

ほ
ぼ

同
じ

時
期
で

あ
る。

こ

れ

を

き
っ

か

け

に

し

て、

カ

ギ
カ
ッ

コ

の

会
話
表
記
法
が

一

気
に

拡
が
っ

た

か
と

い

う

と、

そ

う

で

は

な

く

て、

教
科
書
に

よ

っ

て
、

あ
っ

た

り
な

か
っ

た

り
で

あ
っ

た。

こ

の

表
記
法
が
定
着
す

る

の

は、

明
治

三

十
七

年
発
行
の

国

定
教
科
書
か

ら

で

あ

る。

　
国
定
教
科
書
で

カ
ギ
カ
ッ

コ

は
一

般
化

し

た

け

れ

ど
も、

そ

の

表
記
法
は

な

か

な

か

定
型

化
し

な
か
っ

た。

そ

こ

で、

以

下、

教
科
書
に

出
て

く

る

会

話

文
の

基
本
的
な

形

を
一

つ

ず
つ

チ
ェ

ッ

ク

し

て

い

く

こ

と

に

す
る。

基
本
形
 
　
花
子
さ

ん

が
「
け

ふ

は、

よ

い

天

気
で

す。
」

と

い

っ

た。

・

全
文
を

続
け
て

記
述

・

上

の

カ
ギ
カ
ッ

コ

は

文
字
と
一

緒
に

記
入

・

下
の

カ
ギ
カ
ッ

コ

は

文
字
お

よ

び
句
点
と
一

緒
に

記
入

実
例
1

基
本
形
圍

子
ど

も

は、
こ

の

話

を

聞
い

て、
「
も
っ

と

も

だ
’

と

思
っ

た。

　
　

（

明
治
三

十
七

年
四

月

発
行
「
尋
常
小

學
讀
本
八」
）

花
了
さ

ん

が

　
コ
け
ふ
は、
よ
い

天

気
で

す。」

と

い

つ

た
。
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・

カ

ギ

カ
ッ

コ

の

会
話
文
を
次
行
に

独
立

さ

せ

る

・

上

の

カ
ギ
カ

ッ

コ

は

ニ

マ

ス

目
に、

文
字
と
一

緒
に

記
入

・

会
話
文
の

前
後
の

行
は、

い

ず
れ
も

行
頭
か

ら

書
く

実
例

2

基
本
形
掛

と
答
へ

て

受
取

ら

ん

と

せ

し

が、

配

達
夫
は

　
「

お

か
あ
さ

ん

を
よ
ん

で

下

さ

い
。」

と
い

ふ。

　
　
（
明
治
四

十
二

年
十
月

発

行
「
尋

常
小

學
讀
本
巻
七）

花
子
さ

ん
が

　
「

け
ふ

は
、

よ

い

天
気
で

す。
て

る

て

る

坊
主
が

　
願

ひ

を
き

い

て

く

れ

た

の

で

せ

う
。

さ

つ

そ

　
く

お

礼
を

い

は

な

く

て

は

な

り

ま
せ

ん。
」

と

い

ひ

ま

し
た。

・

カ
ギ
カ
ッ

コ

の

会
話
文
が
二

行
以

k
に

わ

た
る

と

き、

は

す
べ

て

ニ

マ

ス

目
か

ら

書
く

実
例
3

一

豊
は

お

ど

ろ

い

て
、

「
こ

れ

は

又

ど

う

し

た

金
か。
こ

れ

ま

で

貧
し
い

暮
し

を

し

て

い

る

の

に、
こ

ん

な

大
金
を

持

つ

て

い

る

な
ら、
な
ぜ
あ
る

と

一
行
目
以
下

一

言
い

は
な

か
っ

た。
」

（
出
典
は、

実
例
2
と

同
じ）

　
以
上

が

典
型

的
な
三

つ

の

パ

タ
ー

ン

で

あ
る
。

し
か

し、

実
際
の

教
科
書

に

は

こ

の

パ

タ

ー

ン

と

微
妙
に

違
う

も

の

が

多
数
出
現
す
る。

　
第
一

は、

カ

ギ
カ

ッ

コ

の

会
話
文
の

終
り
に、

句
点
を

打
た

な
い

例
が

あ

る
。

明

治
二

十
年
発
行
「

尋
常
小

學
讀
本
巻
之
二
」

（
大
日

本
図

書
）

で

あ

る
。

こ

の

教
科
書

で

は、

会
話
文
を
「

独
立
」

さ

せ

た
と

き

は

句
点
を

打

ち、

「
連
続
」

扱
い

を

し

た
と

き

は
句
点
を

省
略
す
る、

と

い

う

特
別

な

扱

い

を

し

て

い

る。

例

　
独
立

連
続

　
「

ハ

イ。
奥
庭・
…
：

（
略
）

…

…
取
り
て

き
ま

し

た
。」

お
は

る

ハ、

喜
ば
し

き

…

…

「

あ

な
た

ハ、
な

ぜ
あ
の

柿
を
取
ら

な

い

か
」

と

た
つ

ね

た

り。

　
第
二

に
、

二

行
以
上
に

わ

た
る

会
話
文
の

頭
を

ニ

マ

ス

目

に

揃
え

ず、

二

行
目
以
下

は

行
頭
に

繰
り

ト

げ
て

記
述
す
る

表
記
が
あ
る。

明
治
二

十
年
発

行
「
日
本
讀

本
巻
二
」
（
金

港
堂
）

、

明
治
三

十
五

年
発
行
「
國

語
讀
本
　
尋

常
小

學
校
児

童
用

巻
四」

（

普
及
舎）

な

ど

の

民
間
教
科
書
で

あ

る。

　
第

三

は、

昭
和
十
六

年
発

行
「

ヨ

ミ

カ

タ
　
ニ
」

で、

上

の

カ

ギ
カ
ッ

コ

は

文
字
と
一

緒

の

マ

ス

だ

が、

下
の

カ
ギ
カ

ッ

コ

は、

最
後
の

文
字
の
一

マ

N 工工
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ス

下
に

句
点
と

と
も

に

記
入
さ

れ

て

い

る
。

カ

ギ
カ
ッ

コ

が
冖

マ

ス

を

得
た

と

い

う
こ

と

で

あ
る。

　
第
四

に、

カ

ギ
カ

ッ

コ

の

会
話
文
に

連
続

し

て

続
け

る

場
合．

通
常
は

マ

ス

目
を
空

け
ず
に

書
い

て

い

く

が、

次
の

よ

う

に
一

マ

ス

空
け

て

書
い

て

い

る

も

の

が

あ
っ

た。

　
例
　
「

神
よ、

ア

メ

リ
カ
を
祝
福
し

た

ま

え」
　
と
い

う

歌
…

…
。

　
　
　

　

　
　
　
　

　
（
昭
和
二

十
八

年
発

行
「
こ

く

こ

の

本
　
2
下

」

）

　
以
上

の

よ

う

な
変
化
が
あ

っ

て、

昭
和
十

七

年
以

降、

会
話
文
は

左
の

よ

う
な

形
に

落
ち
着
い

た
。

O
従
来
の

基
本
形

囘

　
　
花

子
さ

ん
が

　
　
　
「

け
ふ

は
、

よ
い

天

気
で

す
。

」

　
　
と

い

つ

た。

⇔

○
新
し

く
変
っ

た

基
本
形
図

　
　
　
花
子
さ
ん

が

　
　
　
「

け
ふ

は
、

よ
い

天

気
で

す
。

」

　
　
と
い

っ

た。

　
こ

う

し

て、
〈
と

い

っ

た〉

と

い

う
最
後
の

行
は、

行
頭

か

ら

書
く

と

い

う

形
式
が

定
着
し、

以

来、

教

科
書
の

世
界
で

は

こ

の

形

が

今
日

ま

で

続
い

て

い

る
。

　
　ロ　　　　
　
　
　ロ　　
　　
　
　　コ　　　　　　
　　
　
　　
　

　
“

教
科
書
の

世
界
で

は
”

と

わ

ざ
わ
ざ
断
っ

た

の

は、

他

の

世

界、

例
え

ば
出
版
や

新
聞
の

世
界
で

は

全

く

定

着
し

て

い

な

く
て、

今
で

も

〈

と

い

っ

た〉

の

最
後
の

行
は、

改
行
と

認
め

て
一

字
下
げ
て

書
い

て

い

る。

小

説
家

も

同
様
で、

明
治

の

作
家
の

中
に

少
数
の

例
外
が

い

る

だ
け

で、

大
正、

昭

　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　
　

　

　
　
　ロ
ロリ

和
の

作
家
の

殆
ど

が、

一

字
下
げ
の

表
記
法
を
と
っ

て

い

る。

　
で

は

な

ぜ

作
家
の

表
記
と

教

科
書
の

表
記
は
異
っ

て

し

ま
っ

た
の

か。

　
す
で

に

見
て

き

た
よ
う

に、

書
き

出
し、

改
行
後
は
一

字

下
げ
る、

と

い

う

表
記
が

教
科
書
で

定
着
し

た

の

は

昭
和
十
年
代
の

後
半
か

ら

で

あ

り、

そ

れ

ま
で

は

少

数
の

例
外
を

除
い

て、

す
べ

て

は

行
頭
か

ら
書
か

れ

て

い

た。

だ
か

ら、

〈
花
子

さ

ん

が〉

も、
〈
と

い

っ

た
V

も

行
頭
か

ら

書
か

れ

て

い

た

の

で

あ

る。

と
こ

ろ

が
、

一

字
下
げ
て

書
く

方
式
が

定
着
し

た
後
も、

教
科

書
で

は、

こ

の

〈
と

い

っ

た〉

と

い

う

部
分
だ
け

は
、

例

外
と

し

て

行
頭
表

記

を

そ
の

ま

ま
残
し

て

し

ま
っ

た。

　
な

ぜ

例
外
と

し

て

残
し

た
の

か
？

　
そ

れ

に

は

理

屈
が

あ
っ

た

か

ら

で

あ

る。

そ

の

理

屈
は

こ

う

で

あ
る。

ー
元
来
こ

の

種
の

も

の

は、

基

本
形
ω

の

よ

う

に

連
続
し

て

書
く

も

の

で

あ

る
。

そ

れ
を

会
話
文
を

目
立
た

せ

る

た

め

に、

以
下
の

文

を

便
宜

上、

次
行
に

移
し

た

だ
け

だ
か

ら、

こ

れ

は

改
行

で

は

な

い
。

改
行
で

は

な

い

か

ら、

こ

れ

は
一

字
下
げ

な

く

て

も

よ

い

ー

そ

う

い

う

理
屈
で

あ
る

。

尤
も

文
化
庁
は

こ

れ
に

関
し

て

何
の

説
明
も

し

て

い

な

い
。

し

て

は
い

な
い

が、

そ
の

よ

う

に

解
釈
す
る

以
外
は

説

明
が
つ

か
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　ハ
ロリ

な

い。

筆
者
は

こ

の

強
引

な

理

屈
を
「

教
科
書
的
改
行」

と

名
付
け

て

い

る。

　
一

方、

出

版
の

世
界
の、

会
話
文
に

お

け
る
一

字
下
げ
る

表
記
の

定
着

は、

明
治
後
半
か

ら

大
正

に

か

け
て

ほ

ぼ
一

般
化

し
て

い

た。

当
時
の

作
家

の

ほ

と

ん
ど

は、

こ

の
一

字
下
げ
る

表
記
法
で

書
い

て

い

る
。

　
〈
と

い

っ

た〉

と

い

う

記
述
は

カ

ギ
カ

ッ

コ

に

続
け
て

書
く

の

が
一

番
多

い。

で

も、

と

き

に

次
行
に

書
く

こ

と

も

あ
る

。

次
行
に

書
く

以
上、

改
行

と

認

め

て、

一

字
下
げ
て

書
い

て

い

る。

教
科
書
の

よ

う

な

強
引
な

埋

屈
は

つ

け

な

い。

前
に

も

例
に

挙

げ
た

初
版
本
の

復
刻
本
を

見
る

と、

国

木
田

独

歩
の

『

武
蔵
野
』

（

明
治

三

十
四

年）

の
一

部、

夏
目
漱
石
の

『

吾
輩
ハ

猫

デ
ア

ル
』

（
明
治
三

十
八

年）
、

武
者
小

路
実
篤
の

『

お
目
出

た

き

人
』

（
明

治
四

十
四

年∀
、

芥
川

龍
之
介
の

『

羅
生
門
』

（

大
正

六

年）
、

有
島
武
郎
『

生

ま

れ

出
る

悩
み
』

（
大
正

七

年）
、

川
端
康
成

『

伊
豆

の

踊
子
』

（

昭
和
二

年）
、

堀

辰

雄
『

風
立

ち

ぬ
』

（
昭
和
十
三

年）

な

ど
で

は、

カ
ギ
カ
ッ

コ

の

次
行

の

〈
と

い

っ

た〉

と

い

う

記

述
は、

す
べ

て
一

字
下
げ
て

書
か

れ

て

い

る。

　
一

方、

島
崎
藤
村
の

『
破
戒
』

（
明

治
三

十
九
年）
、

伊
藤
左

千
夫
『

野
菊

の

墓
』

（
明
治

三

十
九
年）
、

宮
沢
賢
治
『

注
文
の

多
い

料
理

店
』

（
大
正

十

．
二

年
〉

な

ど
で

は、

行
頭
か

ら

書
く

表
記
で、

そ

れ

は

少
数
派

で

あ
る。

　
そ

し

て、

現
代
で

は

こ

の

少
数
派
の

表
記
も

姿
を

消
し、

小

説
の

世

界
で

は

み

ん

な
一

字
下
げ
の

表
記
と

な

っ

て

い

る。

小

学
校
の

教
科
書
だ
け

が、

世

間
か

ら

取

り

残
さ

れ、

前
世
紀
の

遺
物
よ

ろ

し

く

行
頭

表
記

を

守
っ

て

い

る。　
と

こ

ろ

で、

民
間

に

も

文
部
科
学
省
の

こ

の

表
記
法
を

支

持
す

る

文
書
が

あ
る

。

日

本
エ

デ
ィ

タ

ー

ス

ク
ー

ル
が

発
行
し

て
い

る

『

文
字
の

組
み

方
ル

ー

ル

ブ
ッ

ク
』

で、

そ

れ

に

は

ー
会
話
文
の

後
を、

次
行
で

「

と、

の
、

が、

も」

な
ど

で

受

け
る

と

き

は、

行
頭

か

ら

組

む

ー
と

書
か

れ

て

い

る。

彼

ら
の

職
業
は、

行
政
の

オ
ー

ソ

レ

テ

ィ

を

引

き

継
ぐ
こ

と

に

よ

っ

て

保
証
さ

れ
て

い

る。

追
随
し

て

い

る

の

は
こ

の

種
の

業
者
だ
け
で、

一

般
の

出
版
界

と
は

全
く
別
で

あ

る。

第
W
章
　
促
音

、

拗
音、

長
音
の

表
記

　

ω
　
促
音、

拗
音
の

文
字
の

大
き
さ

　

現
在
の

促
音
や

拗
音
は、

〈

っ
、

よ
〉

の

如
く、

小

さ

い

文
字
で

表
さ

れ
て

い

る。

こ

れ

も
古
い

文
書
に

は

な

か
っ

た

表
記

で

あ
る。

教
科
書
で

は、

外

国
人

名
な

ど
カ
タ

カ

ナ
書
き

で

例

外
は

あ

る

が

（
例
え

ば
「
ラ

フ

ヒ

ッ

ト
」

明
治
七

年
「

小

學

讀
本
　
五
」

）
、

一

般

の

記
述
で

は
大
き

な

文
字
が

使
用
さ

れ

て

い

る。

明
治
十
六

年
の

「

小

學
讀
本
　
三」

に

は、

「

ら
つ

ば」

と

あ

り、

明
治
二

十
年
「

尋

常
小

學
讀
本

　
二
」

に

は、
「
ニ

ヤ

ー
ヲ

と

な

き
」

と

書
か

れ

て

い

る。

こ

れ

ら

の

〈
大
き

な

文
字
V

の

表
記
は、

明
治
七

年
か

ら

同
三

十
二

年
に

か

け

て

は、

ご

く

普
通

で

あ
っ

た。

　

し
か

し、

明

治
三

十
三

年
ご

ろ

か

ら、

（

小

さ
い

文
字〉

の

促
音
や

拗
音

が

見
ら

れ

る

よ

う

に

な

る。

明

治
三

十
四

年
の

「

修
訂
小
學
讀
本

　
尋
常
科

用
四」

に

は、

「
リ
ョ

ー

シ」
、

「

持
ッ

テ」

な

ど
の

表
記
が

あ
る

。

こ

れ

ら

は、

そ
れ

ほ

ど

多
く

の

教
科
書
に

出
て

く

る

訳
で

は

な
い

が
、

注
意
し

て

み

る

と、

当
時
の

教
科
書
の

あ

ち

こ

ち

に

見

ら

れ

る

の

で

あ

る
。

　

そ
し

て、

明
治
三

十
七

年
の

国

定
教
科
書

に

な
る

と、

「
尋
常
小
學
讀
本」

も

「
高
等
小

學
讀
本
」

も、

い

っ

た

ん

は

小

文
字
に

統
一

さ

れ
る

の

で

あ

る。
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〈
小
さ
な

文
字〉

は、
　一

見
し

て

促
音、

拗
音
と

わ

か

る
。

し

か

し

〈
大

き

な

文
字〉

は

前
後
の

文
字
を

見
て、

そ

の

上

で

促
音
・

拗
音

で

あ
る

か

否

か

を

判
断
し

な
け

れ

ば
な
ら
な
い。

そ

う

い

う
点
か

ら

い

っ

て、

〈
小

さ
な

文
字〉

の

方
が
便
利
で

あ
る

。

だ
か
ら、

国
定
教
科

書
は

〈
小

さ

い

文
字〉

に

統
一

し

た

の

で

あ

ろ

う
。

　
と

こ

ろ

が、

明

治
四

十
一

年
に

な
っ

て、

ま

た

〈
大
き

な
文
字〉

に

戻

る

の

で

あ
る

。

長
年
使
い

慣
れ
た

文
字
の

大
き

さ

を

変
え

る

ー
こ

れ

だ
け
の

こ

と

に、

大
人
た

ち

の

大
き

な

抵
抗
が

あ
っ

た

こ

と

が

う

か
が

え

る。

こ

の

く
大
き

な

文
字
V

の

促
音
・

拗
音
は、

大
正

期
も

そ

の

ま

ま

引

き

継
が

れ
た。

　
こ

れ

が

昭

和
期
に

入
る

と、

〈
小

さ
な
文
字〉

が

ま

た

部
分
的
に

復
活
す

る。

部
分
的
に

と
い

う

の

は、

低
学
年
の

教
科
書
だ

け

に

復
活

す
る

と

い

う

意
味
で

あ

る
。

昭

和
八

年
「
小

學
國
語
讀
本
　
尋

常
科
用
巻
、

」 、

昭
和
十
四

年
「
小

學
國
語
讀
本
　
尋
常
科
用
巻
二
」

な

ど
で

確
認

で

き
る。

　
昭

和
十
六

年
に

國
民
學
校
教
科
書
に

な
っ

て

か

ら

も

そ

れ
を

引

き
継
ぎ、

低
学
年
は

だ
い

た
い

A

小
さ

な
文
字〉

だ
が、

中
・

高
学
年
は

〈
大
き

な

文

字〉

を

使
用
し

て

い

る。

　
そ

し

て、

す
べ

て

の

促
音、

拗
音
が

〈
小

さ

な

文
字〉

に

な

る

の

は、

戦

後
に

作
ら

れ
た

昭

和
二

十
二

年
の

教
科
書
か

ら

で

あ

る。

以

上

の

変
化
を、

左
に

ま

と

め

た。

ω
明
治
三

十
三

年
以
前

ー
大
き
い

〈
つ〉

〈

や、

ゆ、

よ〉

を

使
用

個
明

治
三

十
三

年
ご

ろ

ー
小

さ
い

（
っ
〉

や

（
や〉

が

出

現

圖
明
治

三

十
七

年

　

国
定
教
科
書
で

小

さ

い

〈
っ

〉

や
〈

や〉

に

統
一

 
明
治
四

十
｝

年
　

国
定
教
科
書、

大
き
い

く
つ
V

や
く
や
V

に

変
更

 
昭

和

八

年

−
小

さ

い

〈
っ
〉

や

〈
や〉

を
使
用

ー
低
学
年
の

み

樹
昭

和、
一
十
二

年

−
全

学
年
が

小

さ
い

〈
っ

〉

や

A

よ
〉

を

使
用

　
囘

　
行
頭

に

書
か

な

い

促
音、

拗
音
の

文
字

　
現
在
の

教
科
書
は、

原
則
と

し

て

促
音

、

拗
音
の

文
字
を

行
頭
に

書
か

な

い

よ

う
に

し

て

い

る。

促
音
に

関
し

て

は、

場
合
に

よ
っ

て

は

行

頭
に

書
く

の

も

仕
方
が

な
い

、

と

い

う
姿
勢
で

あ

る
。

拗
音
に

関
し
て

は、

原
則
と

し

て

行
頭
に

は

書
か

な

い

と

い

う

姿
勢
で

あ

る。

　
し

か

し、

一

般
の

新
聞、

雑
誌、

書
籍
等
で

そ

ん
な

原
則
を

掲
げ
て

い

る

と
こ

ろ

は

ど

こ

も

な

い。

教
科
書
は、

こ

の

点、

ど

う

で

あ
っ

た

の

か、

過

去
の

教
科

書

を

若
干
調
べ

て

み

た。

　
教
科
書

で、

促

音、

拗
音
の

文
字
が

行
頭
に

来
る

例
は
必
ず
し

も

多
い

と

は
言
え

な
い

が、

明
治

か

ら

昭

和
に

か

け

て

何
例
か
あ

る
。

以

下

は

手

持
ち

の

資
料
の

中
で

、

行
頭
に

促
音、

拗
音
の

文
字
が
あ

っ

た
教
科
書
で

あ

る。

調
査
の

資
料
を

増

や

せ

ば、

そ

の

種
の

教
科
書
数
は

も
っ

と

増

え

る

こ

と

確

実
で

あ

る。

・

明

治
三

十
三

年

・

明

治

三

十
四

年
「

尋
常
國
語
讀
本

「

高
等
國
語
讀
本

「

國
語
讀
本
　
二、

「

修
正

新
體
讀
本

八」

（

金
港
堂
）

八
」

（

〃

）

五、

六、

八
」

（
普
及
舎）

六」

（

金
港
堂
）
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・

明

治
四

十
二

年
「
尋
常
小

學
讀
本

・

明

治
四

十一

〇
　
　
　

　
　
　

　

〃

・

大
正

二

年

・

大
正

三

年

・

大

正

八

年

・

昭

和
十
一

年

・

昭
和
十
二

年

・

昭
和
十
四

年

・

昭
和
十
五
年

・

昭
和
十
八

年

・

昭
和
十
九
年 二

年
「
　

　

〃

　

　
「
高
等
國
語
讀
本

　

　「
尋

常
小

學
讀
本

　

　「
　

　
　

”

さ 　 El 一
＋ 七　 　 　 　 L 　　　　　　L

　 四 七 四 　 ＝
　 L 　　　　@ 、　

十

「
尋

常
小

學
國
語

本

「
小
學
國

讀
本

「
農
村

用
高
等國

讀
本

」

「
小
學

國語

讀
本
　

、
十
一

、

「　

〃

　
　
九
」

「初

科

國
語

　
八

」

「

高
等

國
語
　

、

二
」

十

二
」

　
明
治
三
十
七
年以

降

は
国

定
教

科

書
だ
が

、

ご

の

よ
う

に

数多

く
の

行

頭

例
が
あ
る

。
戦

前

で

は

特

に

神

経
質

に

な
っ

い

た

と
は

思
わ
れ
な

い
。

こと

さ

ら

神

経
質
に

な

っ

た
の

は
、

恐

らく

後
の
こと

だ
と
思

わ
れ

る
。

筆
者
は
、
平
成

七
年
に

文

部
省
の
検

定
を

け
た

六
種

の

五

年

生

国

語

教科

書
を

調
べ

た

こ

と
が
あ

る

が
、

行頭

例

た

っ
た

四

例

だ

け
で

あ
っ

た

。

そ

　
　

　
　

　

　

　

　
　

　

　　

　

　

　
　
　
　
　
　
　　

　

　
ホ

リ

れ
も
〈

教

科

書
的

改

行

〉に

う

例

外

的

措
置

に
よ
る
も
の
であ

る
。

　

こ

の
よ
うに

文
部
科

学
省
は

今

日

に

お

い
て

も

促
音

、

拗

音

の行

頭
に

つ
い

て
は
拘

り
を
も

っ

て

い

が
、

果
た

し

て

拘

る

だ
け

の
価

値
が

あ

る

か

ど
う
か

に
つ

いて

「
お

わ
り
に

の
と
こ
ろ
で

意
見を

述
べる

。

　
鋤
　

長
音

　
教
科

書

の中

、
突

然
、

長
音

の
大

群

が

出

現
し

た

時期
が
あ
る。

　

明

治
三

十

二
年
までは

大
し

や

う

」（

大

将
）、
「

べ

ん

た

う

」（
弁
当

）
、

「
が

く
こ

う」

（

学

校

、

「
と

うと

」
（

到

頭

）

、

で
あ っ

た
の

が

、

翌
三

十

三

年

か
ら

、

　

「

た
い

し

ょ

ー

、

「

べ

ん
と

ー」

、
「
が

つ
こ

ー」

「
と

ー

と

ー

」

と
い う

よ

う
に
変

っ

た。
同

様

な
も
の
に 、

　
「

く

んし
ょ

」
、
「

五
じ
よ

ー

の

は

し

」

、

「

ぼ！
し
」
、
「

ひよ
ー

ろ
！

」

、

「

日
よ
1

」
、
「

き

ー
じ
よ
ー

」
、

「
ど

ー

ぞ

」
、
「た

い
そ
ー

」
な

どな

ど

が

あ
る

。

@

明
治
三十

三

年
に

「
小

學
校
令

」
が

改

正
さ

れ

た

。

今
ま

で

「
讀

ミ

方

」

書
キ
方
」「

綴

リ
方

」
「

話

シ

方
」
に

分

か

れ

て
い

た
も

の

が
一
つ

に
な

り、

「

國

語

科

」
と

な

っ

た
。そ

れ

を
機

に
い

く
つ
か

の
改
正が

実

施

さ

れ
た
が

こ

れ
も
そ

の
一
つ

で

ある

。
で

き
る

だ

け
発
音に

忠

実
に

、

と

い

う
理

の

も
の

に

採
用

さ

れ

た

と

いう

。
し
か
し

こ
の

表
記

は、

そ

れ

ま
で
の

本

語

に

は

馴

染
み

の

薄い

も
の

で

あ

り
、
視

覚
的
に

も

よ
く
なく

、

か

り

抵
抗

が

あ

っ
た
もの

と
思
わ

れ

る
。

ま
た

こ

の
表記

が

出

現

し
た
時期

、

促

音

や

拗
音

の

（

小

さ

な

文

字
〉

が

現

れた

時

と

同

じ

で

あ

る
。
〈

さ
な

文字

〉

も
そ
の

と
き
の

改
正
に

よ
る
も

の
と

考

え

ら

れ

る
。

れ
に

し

て
も
急
激

な

変
化
で
、
児

童
や

教

師

に与

え
た
影

響
も

小
さ

く

い

と思
わ
れ
る

。

　

こ

の
長
音 表

記
は

、

結局

九

年
間
で

廃
止

に

な

り
、

明

四十二
年
にな る と 、 「 もう 」、「お と う と 」、「や う な 」の 表
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治
四

十
一

年、
「
小

學
校
令
施
行
規
則」

で

あ
る。

　

促
音
や

拗
音
の

〈
小
さ
な

文
字〉

は、

に

定
着
し

た

が、

こ

の

〈
何

で

も

長
音〉

か
っ

た。第
V
章

　
お

わ
り

に

が

改
正

さ
れ

て、

元

に

戻
っ

た

の

戦
後、

日
本
の

国
民
の

中
に

完
全

の

表
記

は、

復
活
す
る

こ

と

は

な

　
以
上、

主
だ
っ

た

表
記
法
の

変
遷
を

見
て

き
た。

こ

れ

を

振
り

返
っ

て

思

う
こ

と

は、

こ

の

間

に

は

様
々

な

要
素
が

複
雑
に

絡
み

合
っ

て

い

る、

と

い

う
こ

と

で

あ

る。

伝
統、

習
慣、

合
理
性、

分
か

り

や
す
さ、

見
た
目

の

美

し
さ

等
々

が
そ

れ
で

あ

る
。

こ

れ

ら

文
字
に

関

す
る

環
境
や
形
の

ほ

か

に、

「
読
み

手」

と

い

う

要
素
も

無

視
で

き

な
い
。

　
明
治
以
前
の

書
物
の

読
み

手

の

数
は、

そ

れ

以
後
と

比
べ

れ

ば

格
段
に

少

な
か

っ

た。

文
字
を

読
め

る

階
層
が

限
ら

れ

て

い

た

こ

と
、

書
写
や

木
版
刷

り

に

よ
っ

て

作
ら

れ

る

書
物
の

数
が

こ

れ

ま

た

圧
倒
的
に

少
な

か
っ

た
こ

と

を

考
え

れ

ば、

そ

れ

は

容
易

に

理
解
で

き

る。

明
治
に

な
っ

て

学
校
制
度
が

で

き、

や
が

て

そ

れ

は

義
務
教
育
と

な
り、

明
治
三

十
五

年
に

は

就
学
率
は

92
パ

ー

セ

ン

ト

に

達
し

て

い

る。

極
め

て

短
い

期
間
に、

大
変
多
く
の

国

民

が

文
字
を

読
み、

書
く
よ

う

に

な
る

変
化
が

生

じ

た

わ
け

で

あ

る。

そ

し

て

鉛
印
字
に

よ

る

印
刷
機
が、

児
童
た

ち

に

何
冊
か
の

教
科
書
を

持
つ

こ

と

を

可

能
に

し

た。

　
明

治
以
前
の

少
数
の

読
み

手
は

、

少
数
の

書
物
を

苦
労
し

て

入
手

し

真
剣

に

読
ん

だ
。

特
に

学
ぶ

立
場
に

あ
る

読
み

手
に

と
っ

て

は、

書
物
に

書
い

て

あ
る

こ

と

は

何
と

し

て

も
読
み、

か

つ

理
解
し

な
け
れ

ば
な

ら

な
か
っ

た
。

文
字
が

読

め

な

い

と

か

読
み

づ

ら

い

と

か
、

そ

ん

な
こ

と

は

問
題

に

な

ら
な

か
っ

た

に

違
い

な
い
。

　

し

か

し、

明
治
に

な
っ

て

読
み

手
が
増
え

て

く

る

と、

そ

し

て

新
し

く
増

え

た

読
み

手
の

中
心

が

学
童
で

あ
る

と
い

う

こ

と

に

な
る

と、

事
情
は
些
か

違
っ

て

く

る。

読
み

づ

ら

い

も

の

は、

読
み

易
い

も

の

に

変
え

よ

う

と
い

う

動
き

が

見
え
る

よ
う

に

な
っ

た。

　

明
治

セ
九
年
に

検
定
制
度
が

実
施
さ

れ

る

前
ま
で

は、

草
書
体
の

教
科
書

が

か

な

り

あ
っ

た。

当

時
と

し

て

は

必

要
度
が
高
か
っ

た

か
ら

で

あ

る。

必

要
度
は

高
か
っ

た
が、

児
童
に

と

っ

て

読
み

づ

ら

い

こ

と

も

ま

た

事
実
で

あ
っ

た。

結
局
の

と

こ

ろ、

検
定
制
度
以
後
は、

草
書
体
の

教
科
書
の

数
は

少
な

く

な
る

の

で

あ

る。

そ

し

て

明
治
三

十
年
以
降
に

な

る

と、

特
殊
な
も

の

を

除
け
ば、

草
書
体
は
教
科
書
か

ら

姿
を

消
し

た。

　

今
も

書
道
の

世
界

に

の

み

残
っ

て

い

る

変
体
仮
名
も、

明

治
初
期
の

教
科

書
に

は

極
め

て

た

く

さ

ん

登
場
し

て

い

た。

こ

れ

も

学
校
制
度
の

普
及
に

従
っ

て、

そ

の

数
を

減
ら
し

て

い

く。

明
治
二

十
八

年
ご

ろ

か
ら

そ

の

傾
向

が
表
れ、

明
治
三

十
三

年
に

は

殆
ど

そ

の

姿
を
消
し

て

い

る。

こ

れ

は、

明

治
三

十
三

年
の

「

小

学
校
令
施
行
規
則
」

の

改
正

に

よ

る

も
の

で

あ

る
。

結

局
の

と

こ

ろ

大
変
読
み

に

く

い

変
体
仮
名
は、

教
科
書
や
一

般
図

書
か

ら
姿

を
消
し

た。

　

既
に

述
べ

た

の

で

指
摘
だ
け

に

と

ど

め

る

が
、

書
き

出
し、

改
行
後
の
一

字
下
げ
る

表
記
法
も、

句
読
点

を
打
つ

表
記
法
も、

最
終
的
に

は

読
み

手
の

た

め

に

出
来
た

方
法
だ
と

言
え

る

の

で

は

な

い

か。
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こ

の

よ
う

に

し

て

長

い

年
月

を
か

け、

現
在
の

表
記

法
に

た

ど

り

着
い

た
。

そ

れ

だ
け

に

教
科
書
の

記
述
の

方
法
は

大
切
に

し
な

け

れ

ば
な
ら

な

い

と
思

う
。

　
そ

う

思

い

な

が

ら
も、

日

本
の

文
字
表
現
と

い

う

見
地

か

ら

見
る

と、

教

科
書
の

表
記
法
と

社
会
一

般
の

表
記
法
が、

微
妙
な

と
こ

ろ

で

異
っ

て

い

る

こ

と

が

気
に

な

る。

　
筆
者
の

言
う

社
会
一

般
と

は、

出
版
界、

新
聞
界
を

指
す。

出
版
界
に

は

小

説

家、

随
筆
家
な
ど

の

作
家
も

含
ま

れ

て

い

る
。

そ

し

て、

一

般
社
会
も

教
科
書
も

お

互

い

を

気
に

し

て

い

な
い

と

こ

ろ

が

却
っ

て

気
に

な

る。

社
会

一

般
が、

教
科
書
な

ん

て

ど
う

で

も

い

い

と
気
に

し

な

い

の

も

お

か

し

い

し
、

教
科
書
が、

社
会
一

般
が
ど
う
書
こ

う
が

関
係
な
い

と

無

視
し

て

い

る

の

も

問
題
で

あ

る

と

思

う。

し

か

し、

現
実
は

ま
さ

し

く

そ

う

な

っ

て

い

る
。

新
聞
や

雑
誌
が

教
科
書
の

表
記
を
問

題
に

し
た

こ

と

は

殆

ど

皆
無

に

等

し

い

し
、

そ

れ

を
い

い

こ

と

に

教
科
書
も、

教
科
書
し

か

採
用

し

て

い

な

い

表
記
法

を、

決
し

て

検
討
し

よ
う

と
は

し

な
い

の

で

あ
る。

　
教
科

書
と

社
会
一

般
の

決

定
的
な
違
い

は

ど

こ

か。

そ

れ

は、

会
話
文
の

教
科
書

的
改
行
と、

カ

ギ
カ
ッ

コ

の

文
末
に

打
つ

句
点、

そ

れ

に

拗
音
・

促

音

の

行

頭
表
示
に

関

す
る

も

の

で

あ
る。

改
め

て

例
を

掲
げ
る。

教
科
書

作
家
（
宮
本
輝
『

五

千

回
の

生

死
』

　

　
新
潮
文

庫
よ

り）

　
ぼ
く

は、

「

本
が

読
み

た

い

な
あ。」

と

思
っ

た
。

ぼ
く

は

出
か

か
っ

た

言
葉
を

押
し

殺
し、

「
手

紙
を

落
と

し
た

ん

で

す
」

と

言
っ

た
。

　
こ

れ

を、

ど
ち

ら

で

も
い

い

と

言

う

の

は、

上

で

も、

無
神
経
と

言
う
べ

き

で

は

な

い

か。

専
門
の

立

場
で

も、

趣
味
の

　

例
外
を
除
い

て、

拗
音、

促
音
の

小
文
字
〈
や、

ゆ、

よ
、

っ
〉

を

行
頭

に

書
か

な
い

の

も

教
科
書
の

特
徴
で、

出
版
界
に

は

そ

う

い

う
著
作
物
は

ま

ず
な

い

と

言
っ

て

も

い

い

こ

と

は

先
に

述
べ

た。

こ

れ

も

小

さ

な

問

題
の

よ

う
だ
が、

実
は

そ

う

で

は
な
い
。

　

拗
音
・

促
音
の

（
や、

ゆ、

よ、

っ

〉

は、

例
え

ば
「
し
ゃ」

の

よ

う

に、

〈
や
〉

は

「
し

」

と

結
び

付
い

て

は

じ

め

て

拗
音
を

成
立
さ
せ

る

の

で

あ
る

か
ら、

文
字
が

行
末
と

行
頭

に

離
れ

て

い

な
い

方
が

よ

い、

と

い

う

の

が

教

科
書
〈

文
化
庁〉

の

言
い

分

で

あ
る。

こ

の

考

え
に

反

対
す
る

人
は

誰
れ

も

い

な

い。

作
家
で

も

然
り

で

あ

る。

し

か

し、

現

実
処
理

の

問
題
と
し
て、

そ

う

し

た
く

て

も

出
来
な
い
、

と

い

う
の

が

出

版
界、

新
聞
界
の

立
場
で

あ

る
。

版
の

組
み

方
に

よ
っ

て、

拗
音
・

促
音
の

小

文
字
が

確
率
的
に

行
頭

に

き
て

し

ま
う

の

は

避
け
ら
れ

な

い

の

で

あ
る。

し

た

が
っ

て
、

た

と

え

「
し」

が
行
末
で、

〈
や〉

が

行
頭
に

あ
っ

て

も、
「
し

ゃ
」

と

読
み

、

発
音
す
る

と

い

う

暗
黙
の

了

解
が

出
来
て

い

る

と

解
釈
し

て

い

る。

そ

し
て、

そ

れ
は

特

別
に

難
し

い

こ

と

で

は

な
い
、

と

い

う

考
え

で

あ
る。

　

と

こ

ろ

が

教
科
書
は、

「
し

」

と

く

や
V

の

結
び

付
き
に

拘
り

を

も

つ。

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Kyushu Women's University & Kyushu Women's Junior College

NII-Electronic Library Service

Kyushu 　 Women ’s　 University ＆ Kyushu 　 Women ’s　 Junior 　 College

第41 巻 1 号九 州 女 子 大 学 紀 要73

そ

れ

だ
か

ら、

『

言
葉
に

関
す
る

問
答
11
』

（
文

化
庁
・

昭
和
六

十
年）

に

は、

「

（
拗
音
が）

行
末
に

書
き

切

れ

な
い

場
合
は、

欄
外
に

書
け
ば
よ
み

や

す
く
な

る

と
い

う

人
も
い

る
」

と、

暗
に

出
版
界
で

言
う
〈
ブ
ラ
下
ゲ
〉

を

奨
励
し、

間
接
的
に

行
頭

表
記
を

否
定
し

て

い

る。

大
学
生
た

ち

に

作
文
を

書
か

せ

る

と、

こ

の

欄
外
記
入

を

す
る

者
が

必

ず
い

る

の

は、

小
学
校
の

先

生
が
そ

う
教
え

て

い

る

か

ら
で

あ

る。

　

先
に

、

文
部
科
学
省
の

表
記

法
を

支
持

し

た

日

本
エ

デ
ィ

タ

ー
ス

ク

ー

ル

は、

同
書
の

中
で、

〈
句
読
点
が

行
頭

に

く

る

の

を

避
け
る

た

め
に、

前
行

の

行
末
に

は

み

出
さ

せ

る

「
ブ
ラ

下
ゲ
組」

を

採
用
す

る

と

よ

い。

但
し、

句
読
点
以
外
は

絶
対
ブ
ラ

下
ゲ

に

は

し

な

い
V

と
書
い

て

い

る
。

つ

ま
り、

拗
音
や
促
音
は

ブ
ラ

下
ゲ
し

て

は

い

け

な

い

と

主
張
し

て

い

る

の

で

あ
る。

こ

ち

ら

の

方
は、

文
部
科
学
省
と

反
対
の

意

見
で

あ

る。

　

筆
者
は

先
に、

こ

の

〈

ブ

ラ

下

ゲ〉

の

問
題
は

小

さ

な
問

題
で

は

な
い

と

書
い

た
。

そ

れ
は、

い

ま

ど

こ

の

大
学
の

学
生
で

も

や
っ

て

い

る

〈

気
分
改

行
〉

と

関
係
が

あ

る

か
ら

で

あ
る。

　

気
分
改
行
と
は、

行
末
ま

で

書
か

ず
に、

適
当

な

と

こ

ろ

で

勝
手

に

改
行

す
る

や

り

方
で
、

学
生
は

も

ち
ろ

ん

の

こ

と、

最

近
で

は
若
い

人
が

書
い

た

著
作
物
に

も

こ

の

書
き

方
が
見
ら

れ

る

よ

う

に

な
っ

た。

こ

れ
は

ど
う
し

て

か
？

　
学
生
に

聞
い

て

み

た。

　
〈
な
ぜ
2
マ

ス

残
し

て

改
行
し

た

の

か

？〉

学
生

、

〈
「

社
会
的
現
象
」

と

書
こ

う
と

し

た
。

こ

れ

は

5
文
字。

2
マ

ス

に

は

書
け

な
い
。

だ
か

ら
次
の

行
に

5
文
字
を
書
い

た〉

　

つ

ま

り、
　一

つ

の

概
念
を

表
す

「

社
会
的
現
象」

と

い

う．
言

葉
は

分

割
し

た

く

な
い

と

考
え

て

い

る

の

で

あ

る。

そ

れ

は、

拗
音
の

〈
や
〉

を

「

し
」

と

離
し

た

く

な
い

た

め

に

欄
外
に

書
か

せ

る

の

と

同
じ

感
覚
で

あ

る
。

同
じ

感
覚
で

次
行
に

書
く。

こ

う
し

た

勝
手
な

改
行
は

ど

ん

ど

ん

拡
大
し

て

い

て、

最
近
で

は
マ

ス

が

足
り

て

い

て

も

気
分
で

改
行
す

る、

い

わ

ゆ
る

〈
気

分
改
行〉

が

普
通
の

よ

う

に

な
っ

て

き
て

い

る。

こ

の

よ

う

な

表
記
を

許
容

す
れ
ば、

日

本
語
の

表
記
は

ま

す
ま
す
形

の

は
っ

き
り

し

な
い

も

の

に

な
っ

て

行
く

よ

う

に

思

え

る
。

読
み

や
す
い

文
章
と

い

う

の

は、

紙

の

上

で

も
美

　

　

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　

　

　
　

　
　
な
い

が

し

し

い

形
を

保
っ

て

い

る

文
章
で

あ

る。

形

を

蔑
ろ

に

し

て

は
い

け
な
い
。

　

教
科
書
が

で

き

て

か

ら

百
三

十
年
余、

表
記
や
表
記
法
は
現
在
ま
で

に

何

度
も

何
度
も

改
め

ら

れ
て

き

た。

時
と

し

て
、

“

改
正
”

と

は

言
え

な
い

改

変
も
あ
っ

た

け
れ

ど

も、

永
い

目
で

見
れ

ば

合
理

的
な、

読
み

や
す
い

方
向

に

歩
ん

で

き

た
と

言
え

よ

う。

し

か

し
、

現
在
の

教
科
書
に

見
ら

れ

る

表
記

法
は

完
全

で

は
な

く、

ま

だ

多
く

の

改
良
の

余

地
を

残
し

て

い

る。

特
に

、

一

般
社
会
と

の

乖
離
を

そ

の

ま
ま

に

し

て

い

る

の

は

感
心

で

き

な
い
。

ぜ
ひ、

よ
り
良

い

も

の、

国
民

が

納
得
で

き
る

新
表
記
法
を

作
り

た

い

も
の

で

あ
る

。

　

そ

の

た

め

に

は、

今
ま
で

の

よ
う

に
、

お

役
所
と
一

部
の

国
語
学
者
に

任

せ

る

と

い

う

こ

と

で

あ
っ

て

は

な

ら
な

い

と

思
う。

戦

後
の

国

語

改
革
が、

文
学
に

携
わ

る

も

の

を

始
め

と

し

て、

多
く

の

国
民

に

ど

れ

だ

け

多
く

の

不

満
を

も

た

ら

し
た

か

を

考
え

て

み

れ

ば
わ

か

る

こ

と

で

あ
る。

新
聞

界、

出

版
界、

文
学
界
な

ど、

広
い

層
の

人

た

ち

の

参
加
を

得
て

議
論
し

て

い

た

だ

き
た

い。

そ

し
て

そ
の

議
論
は、

常
に

国
民
に

オ
ー

プ

ン

に

し

て

い

た

だ
き
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た
い

と

思
う。

　
教
科
書
に

関
し

て、

も

う
一

つ

注
文
を

出

し

て

お

き
た

い
。

教
科
書
会
社

に

よ

っ

て

表
記
法
の

基

準
が

ば
ら

ば
ら

で

あ
る

こ

と

は、

注
の

（
11
）

と

（
12
）

の

紀
要
で

指
摘
し

た
通

り

で

あ
る。

そ

れ

は

国
語
教
育
の

問
題
と

し

て

放
置
し
て

お

け

な

い

こ

と

だ

と

思

う。

関
係
機
関
の

検
討
を

促
し

た

い。

注

（
1）
　
『

現
代
日

本
語
講
座
　
第
6
巻
　
文
字
・

表
記
』

　

　

飛
田

良
文
・

佐
藤
武
義

　
編
　
明
治
書
院

（
2

）

　
『

完
本

　
文
語
文
』

　
山

本
夏
彦
　
著
　
文
藝
春
秋
社

（
3）
　
注
ω
と

同
じ

　
82
ぺ

ー

ジ

（
4

）

　
『

明
治
文
学
全

集
』

　
明
治
開

化
期
文

学
集
日
　
筑
摩
書
房

　

　
（

昭
和
四

十
一

年
発
行）

（
5

）

　
『

初
版
本
復
刻
　
近
代
文
学
の

名
作
』

　

編
集
刊
行
　
日

本
近
代

文
学

　

　

館
（

ほ

る

ぷ

出
版）

に

よ

る

　

　

以
下

、

『

武
蔵
野
』 、
『
吾
輩
ハ

猫
デ
ア

ル
』

も

同
じ

（
6

）

　

手
持
ち
の

資
料
が、

第
二、

四、

五

巻
で

あ

る

と

い

う
意
味
で

あ

り、

　

　

確
認
で

き

な

か
っ

た
が、

そ

れ
以
外
の

巻
も
一

字
下
げ
る

表
記
で

あ

る

　

　
と

思

わ

れ

る。

（
7

）

　
「
世

界
大

百
科
事
典
　
8」

よ

り

「
句
読
点
」

（

8
）

　
注
口ゆ
と

同
じ

く
句
読
点
「
、
。

」

の

成
立
V

（
9

）

　
改
造
社
刊
（

昭
和
十
八

年）

（

10
）

　
小

学
館
刊
（

昭
和
六

十
「

年）

（

11）
　
九

州
女
子

大
学
紀
要

　
第
三

十
八

巻
三

号

（
平
成
十

四

年
三

月）

　
　「
作
家
の

会
話
文
の

表
記
に

つ

い

て
」

　
野

澤
卓
弍

（

12）

九

州
女
子
大
学
紀
要

　
第
三

十
八

巻
一

号
（
平
成
十
三

年
九

月）

　
　「
小

学
校
国
語
教
科
書
の

表
記
の

研
究」
　
野

澤

卓

弍

（

13）
　
注
 
と

同

じ
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口
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螽
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昌
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臼
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鋤
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Q。
 

5
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二
鋤
σq
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鋼
一

げ
○
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閃
ω

　
　
　
　
　
　
　
　

hO

冨
一

 

日

8
聾
賓

。゚

魯
皀

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

→
帥
評

O
旨

ZON

＞
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〈

〉
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耳
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O
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臼
づ
 

コ
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騨
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＜

国
9
二
〇
餌

ユ
O
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内
く
二
ω
げ
皿

ぐ
『

O

ヨ
Φ

ロ、
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』

＝

巳
○
「
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ロ
O
αq
Φ

一

−
一

」

蔓
＝
σq
勉
o
評

鉾

団

魯
帥

8
三
ひ。

三

爵
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円
罫
鋤
罫

く
仁
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騨
二

め

三
QgO

刈，
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O
餌

コ
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国
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国

び
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q
鶴
O
冖

N 工工
一Eleotronio 　Library 　


